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資料紹介
関西法律学校の経済学講義
杉原 四郎
まえがき
明治19年10月13日の大阪朝日新聞に掲載された関西法律学校の法学生徒募集広告に「博
ク内外ノ法律及ビ経済学ヲ講授ス」とあるように，関西法律学校は当初より法学の他に経
済学をその学科目に加えていた。 1月4日の開校日には校主の吉田一士が経済学の講授を
おこなったし， 12月13日から正式にはじまった授業の中にも， 法律大意， 人事編， 財産
編，刑法および治罪法の法学五科目の他に経済学があり， 12月12日の朝日新聞に掲載され
た広告によれば，月曜と水曜と週二回講義される経済学は，東京大学法科大学の第一回の
卒業生である法学士野村珍吉が担当することになっていた1)。
当時どのような経済学がそこで講義されていたかをうかがうに絶好の資料がのこされて
いる。明治22年9月16日にこの関西法律学校を卒業した17名の第1回卒業生の中の 1人津
島一一後に内田と改姓ー一重成が丹念に箪記した経済学講義録がそれで，本学図書館に所
蔵されている三冊のノート2)によれば，手塚太郎が緒論と本論第1巻生産論とを講義し，
つづいて分配論以下を野村珍吉が担当している。創立時の広告では法律大意を担当するこ
とになっていた手塚が，経済学を野村と分担することになった事情は不詳であるが，東京
外国語学校を経て司法省法学校本科にすすみ，その第二期生として明治17年7月に卒業し
て法律学士となった手塚は，在学中にフランス系の法学のみならず同じフランス系の経済
学の勉強もしたと思われる8)。手塚の講義はそれをふまえてなされたもののようで，とく
にこれといった特色はないが，明治初期のしかも専門外の法曹家の講義としては，割合に
ととのった内容だといってよいであろう。
手塚の講義はノートのとりやすいことで評判がよかったとのことであるが4)' 内田重成
の筆記は，野村珍吉の講義ノートとくらべるとずっとよく整理されていてよみ易い5)。欄
外に時々誤字の訂正があり，本文のほかにいくつかの補注も書き加えられている。以下に
その全文を掲載するが，読み易くするために， (1)全文書き下しの原文に句読点をつけ， (2)
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原文の片仮名に濁点が脱落している場合はそれをつけた。なお，明らかに脱漏していると
思われる文字は円カッコに入れて補なってある。野村珍吉の講義ノート—第二部分配論
および第三部交換論ーーはこれにつづいて公表し，その後で全体の解説をほどこしたいと
思う。それで今回は最少限度の説明を注記するにとどめた。
(1)以上の破述は『関西大学七十年史』 (1956)による。 なお吉田一士は明治法律学校の
出身とのことである （上掲書， p. 25)が， 明治14年1月に開校した明治法律学校でも，
同年12月以来アッペール Georges Appert —彼は司法省法学校のお雇い外人教師で，
そこで法学のみならず経済学をも講じていた一ーによる経済学の講義が，同校創立者たち
の熱望によっておこなわれていた。『明治法律学校における法学と法学教育』， 1966,p.31, 
143。
(2)このノートは法学講義ノートとともに内田から本学に寄贈されたものであって， 『経
済論集』の本学創立80周年記念号 (Vol.XV, No. 4• 5• 6, 1966, 2)の序 (pp.3-4) 
で私が簡単な紹介をおこなった。内田の筆記した法学ノートのうち井上操の講義（日本行
政法，哲学刑法，刑法講義）のノートは先年春原源太郎氏の努力で公刊された。．春原編「
明治初期の法学講義』，株式会社大同， 1965。なお津島（内田）重成 (1869ー 1965)につい
ては，・横田健一「校友の面影」「関酉大学学報』 No.276, 1955, 2月， p.6, 同「内田重
成翁を悼む」「関大』 No.127, 1965, 10, 25を参照。内田は関西法律学校卒業後，上京し
て和仏法律学校（法政大学の前身）にすすみ，ボアソナードの薫陶をうけたという。
(3)手塚が在学した当時の司法省法学校の学科目や手塚の入学時期，その学業成績などに
ついては次の文献がくわしいが，手塚がそこで経済学を受講したかどうかは確証がないよ
うである。しかしこの学校でも法律とともに経済学の研究カ・ゞ重視されていたことはあきら
かであるから，たとえ手塚がそこで直接アッペールの経済学講義をきく機会がなかったに
しても，みずからっとめて経済学の教養をつんだであろうことは推定に難しくないであろ
う。手塚豊「司法省法学校小史(2)」,『法学研究」xxxx,7, 1967, 同「司法省御雇外人
ァッペールの司法省法学校卒業式演説」， 同誌xxxx1, 2, 1968。
(4)『関西大学七十年史』， p.58。手塚は明治25年大津地裁の検事正となり，大正2年に
は長崎控訴院長にまで進んだ。同14年同職を辞し，宝塚に住み，済生会理事長をつとめた
という。
(5)内田のこの経済学ノートの最初の部分の写真版が『関西大学七十年史』第一章の巻頭
におさめられている。これによって人は内田の端正な筆記ぶりをうかがうことができよ
う。
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手塚法学士経済学講義録津島重成筆受明治二十年九月中浣
（緒論）
第一項経済学ノ定義
第二項経済学卜法律及ピ政治トノ関係ヲ論ズ
第三項経済ハ一般人民ノ知ラザル可カラザル学問ナル事
第四項経済史ノ沿革
第五項経済上有用ナル語字ノ解釈
第一巻生産ノ事ヲ論ズ
第一章総論
第二章土地及ビ其他ノ天然力
第三章労働
第四章資•本
第五章三原素合併ノ効果
（序説）
第一節 （採掘業）
第二節農業
第三節工業
第四節商業及ビ運漕業
手塚法律學士講述経演學筆記
（緒・論）
SI I 
予ハ今日ヨリ経済學ノ講義ヲ始メントス。諸君乞フ静聴セヨ。而シテ本論二立入ルノ初
ニ於テ，先ヅ経清學ナル者ハ如何ナル學問ナルヤノ定義ヲ定メ置カザル可カラズ。次二経
済學卜法律及ビ政治トノ闊係ヲ論ジ，其又次二於テ経演學ハ一般人民ガ知ラザル可カラザ
ル學問ナルヲ説キ，最后二経清史ノ沿革ヲ述べ，然ル后本論二立チ入リ逐々棲述ス可シ。
， 第一項経演學ノ定義
経済學ハ原語ヲ「エコノミー」卜云フ。是レ素卜希臓ノ語ヨリ派出セシ者ニシテ，其本
義Jヽ 一家ノ内二事物ノ秩序ヲ立ツルト云フし二在リ。而シテ一家内二秩序ヲ立ツル事ヲ以
テ何ガ故二経済卜云フ。日ク，一家内ノ秩序整然クラバ，贅費ヲ省クヲ得テ，財政上出入
其宜シキ得，澤々トジテ餘裕アルヲ得ベシ。然リ而シテ此ノ「エコノミー」二「ポリチッ
ク」ナルー個ノ形容詞ヲ付興シテ「ポリチカル，ェコノミー」トハ云ヘリ。若シ此ノ語ヲ
付属スル時ハ，其定義一層廣大ニシテ，一國内ノ秩序ヲ立ツルト云フニ至ル。賓ニー國ハ
一家ノ集合体ナレバ，其利益ハ猶ホ一家内二於ケルガ如シ。詳二之レヲ言ヘバ，社会二生
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息スル人間ハ，如何ニシテ富ヲ生産シ，又其富ヲ如何ニシテ需用スルカト云フニ在リー。畢
覚スルニポリチカル，ェコノミーハ富國ノ策卜謂ツ可シ。抑モ此ノ富ナル者ハ如何ナル者
ナルヤハ，本論二至リ詳論スベシト雖モ，今之レヲ摘論シテ，餅力世人ノ迷夢ヲ攪破セン
卜欲ス。諸子見ヨ，彼ノ世人ガ平生ノ談話二，財ハ凡テ貨幣ノ多寡ヲ以テ之レヲ算ス。若
シ人ノ富ヲ問ヘバ，答テ日ク，彼人ハ若干金ヲ所有スト。又歳入歳費利得損失総テ人ノ貧富
ヲ致ス者ハ若干金ヲ得或ハ若干金ヲ失フト云テ算定ス。是レ貨幣ノミヲ以テ富ノ定解トナ
スノ致ス所ナリ。若シ果シテ貨幣ノミヲ以テ富トナサバ，僅少ナルー円ノ金銭ヲ有スル者
澤山ノ不動産ヲノミ所有スル者ヨリ遥二富リト謂ザル可カラズ。豊二斯ル道理アランヤ。
ママ
只ダ世人ノ誤想セル金錢ハ富ノー分部ニシテ，決シテ其全体二非ル也。凡テ人間ノ需用ヲ
満足スルニ足｝レ可キ者ハ皆富也。而シテ此富二有形無形ノ差別アリテ，人間ノ衣食住二必
要ナルJ.材料ハ有形上ノ富ナリ。視聴ノ媒介ヲ得テ吾ガ心裡二惧業ヲ感ゼシムル者ハ，無
形ノ富トハ謂フ也。以上論ズ）レ慮ヲ一言以テ其要ヲ括スレバ，経清學ハ富ヲ生産シ分配シ’
消費スルノ道ナリ。
第二項経済學卜法律及ビ政治トノ闊係ヲ論ズ。
第二項ヲ論ズルニ嘗テ，政治法律ヲ混渚シテ説ク可カラズ。故二先ヅ法律トノ闊係ヲ説
キ，然ル后政治二及ボサントス。
夫レ法律ヲ祉會二組成スルハ正不正ヲ識得スルヲ目的トシ，其用ハ人間相互ノ闊係ヲ維
持スルニ在｝レ也。言ヲ換ヘテ之レヲ言ヘバ，一人アリテ他人二加害セシトキ，被害者ハ甘
ジテ其加害二安ゼザル可シ。必ズヤ人間ノ天性二由リ加害者二抵抗スルノ念慮ヲ登スルナ
ルベシ。其念慮ヲ悛スレバ則チ人間相互ノ闊係ヲ傷フ者ナレバ，則チー國祉會ノ安寧ヲ防
害スル者ナリ。故二國家法律ナル者ヲ設ケテ強ヲ制シ弱ヲ保護シ，人間ノ交際ヲ圃滑ナラ
シム。法律ノ目的既二然リ。然ルニ鰹済學ハ之卜異ニシテ事ノ正不正ヲ問ワズ，自己ノ利
不利ヲノミヲ精密二探索シ，以テー國ノ富ヲ増進スル者ナリ。此ヲ論ジ来ラバ人或ハ云ハ
ン。果シテ然ラバ事荀（ク）モ不正ナル所為ニテモ，己レヲ利スルノ事タラバ，法律二背ク
モ為シ得ベシャトノ疑問ヲ登セントス。然レドモ此ノ疑問ハ鐵槌一撃ノ下二撞挫セシムル
ハ易々タリ。
凡ソ物不正ナルトキハ決シテ有益トナラザル・トハ，古来徳道家ノ格言ナリ。此ノ格言二
因レバ，人荀（ク）モ利益アル事ヲナサント欲セバ，必ズ正直ナラザル可カラズトノ推理ヲ
生ズ。従テ不正ナルノ事）ヽ必ズ他人二害ヲ興フル者ナリ。害ヲ興ヘザJレノ所為ハ不正二非
レバ也。而シテ前既二陳述セシ如ク，被害者ハ必ズ其間二反動カヲ起ス者ナレバ，則チ國
家ノ安寧ヲ害スル也。是レ決シテ吾二利ナラザル可シ。故二経済學ハ法律學ノ禁ズル所ヲ
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命ゼザルノミナラズ，反テ法律組成上二大ナル資料ヲ典フ者也。俵令バ法律上不分共有ノ
分配ヲ容易ナラシメ，．所有植ヲ章固ナラシムルノ事アリ。是レ皆経済學ノ原理二基ケリ。
此ヨリ此ノ學ノ政治學卜如何ナル闊係ヲ有スルヤノ説明二移ラントス。政治學ハー國ノ
基礎タルベキ政体ノ如何，．又為政ノ方法ヲ数ユルノ學科ナリ。而シテ経済學ハ政体ノ如何
ニハ少シモ闘係スルコトナク， 共和政体ナルモ牌ク立君政体ナルモ，．其政体ハ措テ問ハ
ズ，如何ナル國柄ニテモ行ワルヽノ法ナリ。然ラバ経済學ハ政治トノ闊係ハナキガ如シ。
然レドモ経演學ハ政治家ノ為政二嘗テ有用ナル材料ヲ輿フル者ニシテ，若シ政治家ニシテ
経済學ヲ知ラザレパ決シテ良政治家タル可カラズ。如何トナレバ，政府ハ枇會二封シ如何
ナル責任ヲ有スルヤノ問題ヲ解カントセバ，必ズ経済學二由ラザル可カラズ。或ル學者ハ
之レガ解ヲナシテ日ク，政府ハ社會二有益ノ事ァラバ，率先着手セザル可カラズト。又或
ル者ハ説ヲ為シテ，．政府ハ唯ダ社會ノ安寧ヲ維持スルノ責任ァルノミニシT,民間ノ事業
ハ凡テ人民二放任セザル可カラズト云フ。此二者ノ執レカ是執レカ非ナルヤヲ断ズルハ，
経清學二依テ理解セザル可カラズ。是レ則チ法律経演々々政治ノ相闊係スル所ナリ。
第三項経清ハ一般人民ノ知ラザJレ可カラザル學問ナル事。
経済學ハ果シテ翼二祉會二有用ナルヤ否ヤハ歴史二徴シテ可知也。千八百四拾八年佛國
二激烈ナル暴動ヲ起シタリキ。此ノ時二嘗テ或人英國有名ナル政治家ロベールキール氏ニ
封シ，先生隣國ノ暴動二因リ先生ノ心情ヲ感起セシ者ハナキャト問ヒシニ，先生答テ日ク，
我英國人ハ経演學・ノ智識ヲ有スルガ故二，決シテ斯ル暴動ヲ起スノ憂ハ在ラザル也卜。此
ー語ヤ賓二適切ナル語ニシテ経清學ノ功用ヲ言盤セル者卜謂ツ可シ。彼ノ器械ハ人カヲ省
キ物品ヲ製スルニ極メテ迅速二且ツ便利ナル者也。・其鴻大ナル利益アル事ハ今二至テハ世
'人一般之レヲ知リ，三尺ノ童子愚蒙ノ民モ敢テ之レヲ非難セザルト雖モ，此ヲ登明セシ其
嘗初ハ人々今日ノ如ク其利益アJI-;ヲ知ル能ハズ。佛國ノ如キハ此器械ノ蛮明ヨリ屡々争論
ヲ惹起シタリキ。蓋シ其所以夕 JV_此等ノ器械ヲ用ユレバ少敷ノ人カヲ以テ事足ルニ至レ‘
パ，幣多ノ職工一時二解雇ャラル。解雇セラレタルノ職工ハ素ヨリ充分ノ餘財アル者二非
レバ， 目今我財政上二非常ノ困難ヲ感ジ，妻子路頭二困頓シ，冬ハ其寒二堪ヘズ，夏ハ其
飢ヲ呼プノ惨状ヲ見ルニ至ラン。賓二此器械ハ吾々職エノ職業ヲ奪フノ怪賊ナリ。今ニシ
テ此ノ怪賊ヲ滅セセザルニ於テハ職工社会又生存スベキノ道アラズト思惟セル者ナリ。今
此レガ例ヲ述ベンニ，千八百六年二絹布製造ノ器械ヲ登明セシ者アリキ。此ノ時二於テ職
工其器械ヲす僅破セシ事前後四十度ノ多キニ及ビ，其嶺明者ヲ斬殺セント企テシ事拾四五二
及ベリト云フ。畢覚佛國人民ハ経演學ヲ知ラザルノ罪ナリ。器械悛明ハ決シテ職エノ職業
ヲ奪ハザルノミナラズ，益々之レヲシテ多カラシムル者也。何トナレバ器械ヲ以テ製造ス
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レバ迅速且ツ容易二之レヲ為スルヲ得ベシ。容易二成リタル者ハ其債亦低廉也。低廉ナレ
バ之レヲ買フノ人多シ。需用盛ナレバ供給亦然セザルヲ得ズ。此二於テカ又多敷ノ器械ヲ
据付ザル可カラズ。多敷ノ器械ヲ用ユレバ職エモ倍々多敷ナラザル能ハズ。統計表二由レ
バ里昂1)絹布製造慮二初メ職工千八百五名アリキ。然ルニ器械登明后二三年ヲ出デズシテ
其二倍二増殖シタリキ。是二由テ之レヲ観レバ，エ人一時ハ其業ヲ失フモ，永久此レガ利
益ヲ得ルニ至ルハ照々タリ。又一例ヲ挙ゲテ之レヲ証明センニ，我國今日二於テ米作ノ収
獲俵令凶歎ナリト雖モ，外国ヨリ輸入スルガ故二飢饉二陥イルノ恐レナキモ，吾國廿年前
ニテ不豊ナルモ外國卜交通セザレバ，素ヨリ外人ノ供給ヲ仰グノ道ナシ。是ヲ以テ人々凶
年卜豫想スルヤ無暗二米ヲ買込ミ，以テ之レガ豫備ヲナス。斯ク一人ニテ多額ノ米ヲ蓄蔵
スルトキハ倍々市中二米ノ欠乏ヲ告ゲ，従テ非常ノ騰貴ヲ来ス。而シテ豫メ其買込ヲ為ス
者ハ富有者ニテ， 日々努働ノ結果ヲ以テ之レヲ買フノ貧財者ハー粒ノ米ダモ市中二見）レ能
ハザルニ至）レ。偶々之レアルモ非常ノ高債ニテ到底一家ノ糊口二不足ヲナシ，妻子餓死二
瀕スルノ朕態ヲ見）レニ至レバ，果シテ如何ナル感覺ヲ惹起ス）レヤ。極メテ多額ノ米ヲ買込
ミシ富有者ヲ怨望スルナル可シ。怨ミ積ムノ極必ズヤ富家ヲ犯シ米商ヲ傷害ス）レニ至）レ可
シ。是レ我國廿年前二於テハ間々之レアリシ。若シ此等富有者ニシテ此學ヲ知リシナバ決
シテ斯ル事ノ在ラザリシナラン。素ヨリ學術ハ種々アリテ之レヲ修ムルノ利益ハ多々ナリ
卜雖モ，一般人民ノ悉ク之レヲ修ムル繹ニハ参ラズ。其内ノ俊オ之レヲ學プ事トシテ，彼
等ガ探究セシ原理ヲ應用賓行スルノ人トナリテ然ルベシ。就中彼ノ天文地理物理化學／如
キ諸科ハ強テ一般人民ノ知ラザルモ害ナキニセヨ，経演學ハ之レト異ニシテ，恰モ彼ノ衛
生學ノ如ク荀（ク）モ國民タル者ハ一般二知ラザル可カラザルノ學ナル事ハ，前條ノ陳述二
於テ諸君ハ既二了解セラル可シ。
第四項経演史ノ沿革
熟ラ枇會ヲ観察ス）レニ，時ノ古今ヲ問ハズ國ノ東西遠近ヲ論ゼズ，荀（ク）モー『止會ヲナ
ス者必ズ富ヲ産出シ，其利益ヲ社會二流布シ，生産二干預セシ者之レヲ分配シ，而シテ衣
食住ノ用二消費スル者也。此ノ現象ハ古今萬國二渡テ現出セシ者トセバ，此學ハ賓二古昔
ヨリ登明アリシ者ノ如シ。然レドモ此學ハ嘗時學術卜称スル者ノ尤モ新古ナル者ニシテ，
ー科ノ學術トナシ其組織ノ成立ハ僅カー世期以前二於テセリ。猶ホ天文學ノ現象ハ古来之
レアリシト雖モ其道理ヲ探究セシハ近世二在ルガ如シ。今古代ハ経清上二如何ナル現象ヲ
生ゼシ者ナルヤヲ概論センニ，古代人民ハ少シモ其ノ心ナキガ如シ。古代開化卜呼ベルハ
埃及ナリ。此ノ埃及二於テハ人々ノ職業ヲ限リ，＇子々孫々迄祖先ノ業ヲ継続ス可クシテ決
シテ他ノ職業二移）レ可カラザルノ事ヲ法律上二規定セリ。此其ノ心ナキノ証攘ナリ。如何
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トナレバ社會ノ事物ハ分業ナラザル可カラズ。若シ一人ニシテ事ヲ為サント欲セバ其弊ヤ'
必ズ粗悪ノ物品ヲ製シ，且ツ高債二販賣スルニ至ル。而シテ他ノ職業二移ル能ハズトセバ，
必ズ遊惰者ヲ生ズルカ，若シクハ無用ノ物品ヲ製造スルニ至ルベシ。俵令バ姦ニーノ雨傘
製造人アリト俵定セヨ。而シテー年内降雨ナキニ嘗テハ，此ノ職工勉強シテ製造セシ者ハ
ママ
悉ク無用ノ長物二属ス。長物ヲ造ルハ必莞巳レノ努働損ナルヲ以テ，必ズヤ遊手怠惰二至
ルハ免ル可カラザル者也。之レヲ之レ知ラズシテ如此ノ法規ヲ為セリ。言ハズシテ知ル可
シ其ノ経済心ナキヲ。其后羅馬二至テハ，一般二富ヲ生ズルハ他國ヲ侵暑シ他國ノ貨財ヲ
奪掠スルニ在リトセリ。他國ノ侵暑ヲ始ムレバ必ズヤ経演學ノ最モ忌避ス可キ戦争二依ラ
ザル可カラズ。況ンヤ羅馬ハ非常二商業ヲ以テ賤業トナシ，只ダ外國降人ノ奴隷職業トナ
シ，常人ノーモ之レニ従事スル者ナカリキ。商業ノ國家二必要ナルハ多弁ヲ用ヒズシテ既
二諸君ノ知ル虞ナリ。是レ則チ羅馬二於テモ亦経済上二心ナキ証披ナリ。
予ハ前會二於テ古代二於ケル経涜上ノ形態ハ如何ナルヤヲ概論セリ。故二今日ハ中古二
入テ之レヲ説カン。先ヅ商業上二就テ観察ヲ下スニ，兼テ陳述シタルガ如ク，中古時代モ
人々商業ヲ賤業視セシノミナラズ，道路粗悪ナルヨリシテ物品ノ運漕二甚シク困却セリ。
加之嘗時封建割披ノ際二於テハ，各諸侯其領地内二種々ノ税法ヲ設ケ，其彊域ニー歩ヲ踏
ムヤ則チ税アリ。川ヲ渡ルモ橋ヲ渡Jレモ亦加税セラル。如斯諸候ノ種々税法ヲ設クルノミ
ナラズ，政府モ不充分ニシテ其威権行ハレズ。是ヲ以テ盗賊横行旅人ノ物品ヲ掠奪スルノ
危除アリ。幸ニシテ之レガ掠奪ヲ免Jレヽモ， 商人ハ多額ノ税ヲ納メザル可カラザルヲ以
テ，従テ物品ヲ高債二賣捌カザル可カラズ。高債ノ物品ナレバ之レヲ需用消費スル者少
シ。斯ル欣最ナルヲ以テ，中古ハ商業運漕業ハ地ヲ彿ヘリト謂テ可ナリ。眼ヲ轄ジテ農業
ノ景状ヲ見ルモ，．其微々タル残臀ノ燈火ノ如シ。此レガ原因タルハ矢張リ諸侯ガ農人ノー
時千金二相嘗セル春秋二季二於ケル播種収獲ノ時ヲモ顧ミズ，土木甲兵ノ課役ヲナシ其時
ヲ失ハシム）レヨリシテ，農夫ハ田地ヲ耕作スルノ暇ナシ。然ルニ歴制極マル封建政府ハ年
貢ヲ徴収スルハ少シモ掛酌セズシテ之レヲ賦課セシハ，今ヨリ嘗時人民ノ不幸ヲ思ヒャラ
レテ憫然二堪ヘザルナリ。且ツ嘗時ハ戦争ヲ以テ事トナスガ故二，之レガ演習トシテ諸候
二遊盪ノ事アリキ。而シテ此ノ遊盪ヲ為スニ嘗テ，田畑二園アレバ之レガ防害タルヲ以テ
其圃ヲナス可ラザルノ厳令アリシ。故二鳥獣ハ縦二之レヲ荒シ，其食慾ヲ充スト共二農夫
ノ困難言フ可カラズ。斯ク商業ノ振ハザルヨリシテ物品ノ販路狭磁ナリ。元来職エノ生産
ヲナスモ之レガ消費ヲ目的トナスモノナレバ，販路狭陵ナレバ供給ハ需要二超へ賣者ハ買
者二超へ生産ハ消費者二超へ，市場ハ物品ヲ以テ充満シ，百貨萬品陳々相因ルノ有様二至
ルベキヲ以テ，工業モ進マザルハ理ノ甚ダ見易キ所ナリ。其僅二存シタルノ工業ニスラ組
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合法ヲ設ケ，大二妨害ヲナセリ。以上述べ来リシ如ク商業ナリ農業ナリ牌夕工業二於テ種：
々ノ妨害アリショリ観察ヲ下セバ，古代卜均シク中古人モ経演上ノ志想ヲーモ有セザルヲ
証明スルニ足Jレ也。其后十五世期二至リ羅馬人亜弗利加ノ周園ヲ巡リ，始メテ亜細亜ノ印
度二達セリ。而シテ千冗百四十九年二至リ，彼ノ有名ナル「クリストフ・コロンプス」氏
西班牙人ノ助勢ヲ得テ亜米利加ヲ登見セショリ，海上ノ商業二大ナル影響ヲ来タセリ。則．
チ羅馬人西班牙人外國二至リ珍奇異物ヲ探求シ，之レヲ持帰リテ欧州人二販賣セショリ大
二其富ヲ得タル者アリ。此二於テ人々商業ハ富ノ基ナルノ感情ヲ惹キ起シ，営二海上ノ商
業ニノミ止マラズ，陸地ノ商業亦大二進歩ヲ来タセリ。此卜同時二之レガ進歩ヲ助ケシ大．
原因ハ，蓋シ嘗時公族各慮二割櫨シ政府威厳微弱ナルニ因リ，人民ハ巳二政府二依頼シテ其
身ヲ保護スルニ足ラズ。故二各村落一致合同シテ自ラ保護ヲナスニ至レリ。此同盟ハ勢力
盛ニシテ尤モ強大ナルノ公族ヲ艇スルニ至レリ。此ヲ以テ公族モ故ノ如ク諸候ノ贅費二充
ンガ為メ設定セシ諸種ノ課税モ止メクリ。是二於テ公族ガ己レノ贅澤ヲ為スノ冗費ヲ得Jレ
ノ道杜絶シタレバ，他二之レヲ得ルノ方便ヲ求メザル可カラズ。勢ヒ己レノ領地ヲ人民二．
彿下ケザル可カラズ。人民既二便地ヲ所有スルニ至レバ，園ヲナスヲ得鳥獣ノ害ヲ防グヲ
得，課役モ減ジタルヲ以テ農業モ螢ムヲ得ルニ至レリ。佛國二於テハ十五世期ノ末二至．
リ，善良ノ宰相アリシ故大二農工商ノ業ヲ奨励セシ故二大二鰹済上ノー大進歩ヲナセリ。
然ルニ佛國二「ルイ」十四世卜云フ王アリ。此王ハ将来戦争ヲ好ミ，有為ノ少年ヲ挙ゲ悉皆
兵士トナシ屡々戦季ヲナセシ故力役者ノ欠乏ヲ致シ，財産上非常ノ困難ヲ来タセリ。而シ'
テ此ノ王ノ尤モ失策ナル所為ハ，佛國ノ宗教ヲ「カト・リック」教二限リ「プロテスタン」
教徒ノ官吏トナリ居リシ者ハ悉ク免職セリ。此ノ免職ニナリタル官吏ハ，最早官職二望ミ
ナクナリシ故，皆民間二入リ商工業二従事セリ。嘗時官吏トナリ居リシ者ハ多少才識ヲ有
スル人ニシテ，野ニハ一人モ人オナキガ故，此等ノ官吏ハ大抵製造二興業二長トナリ，遂
二農工商ハプロテスタン教徒ノ専有二帰セリ。然ルニ千六百八十五年寵臣ローボアーニ命—
ジテ，此等二宗旨ヲ愛ズルカ左ナクバ佛國ヲ去退セヨト命令セシメタリ。此二於テ彼等ハ・
己レガ財産卜地納及ビ熟練ノ職エトヲ携ヘテ他國2)二移住セリ。是二於テ佛ニハ工業地ニ
落チ，遂ニーノ製造場ヲ見ザルニ至レリ。績デ第十五世二至リ又ーノ失策アリシ。是ノ時
二嘗テ英國ノ或ル學者8)ノ説二由リ，商業ヲ盛ニスルハ流通貨幣ヲ増褻スルル在リトノ言
ヲ信ジ，佛國ニー大銀行ヲ興シ多額ノ紙幣ヲ登行セリ。此紙幣増嶺ノ害ハ貨幣論二於テ詳
二之レヲ論ズル積ナルガ，其害タル賓二大ナリ。
以上陳述シクル事賓二就テ，幸ヒニ學者ハ感覺ヲ起シ，一國ノ富ハ如何ニシテ得ラル可
キャヲ探索スルニ至レリ。是レ経演學ノ起ル根源ナリ。彼ノ有名ナル「ボルテール」，「モ
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ンテスキュ」氏ノニ人モ富ノ本原ヲ探求スル事二従事セシガ，原来其性質タル非常二想像
カニ富シモ，學術上ノ探索ハ好マザルヨリ，遂二経清學ニハーモ著ス所ナカリシ。嘗時ノ
學術ハ重二想像二基キ，先ヅーツノ思考ヲ按出シーツノ事宜ヲ候設シ，而シテ其理ヲ探索
セシニ止マリシ。今日ノ學術ハ全ク之レニ反シ，全ク戴察二基キ先ヅ現二見ル所ノ現象ヲ
ママ
學ニシ，然ル后思考ヲナスナリ。此ノ観察論十十世期ノ大家バコン氏4)二始マレリ。経清
學二於テモ十七世期二至リ定理ヲ談ゼズシテ賞際ノ観察二基キ此レガ原理ヲ探究スルニ至
レリ。而シテ此ノ學ノ鼻祖トモ稲スベキ人ハ「ケスネー」氏5)ナリ。同氏ハ早ク父ヲ失ヒ
僅少ノ田地ヲ以テ母卜共二糊ロセル位ナル故，富レリト言フニ非レバ，常二貧賤ノ子供等
卜遊ビ下等祉會ノ状態ヲ能ク洞知セリ。同氏ハ初メ植木屋ヲ先生ニシ後毎日五里ノ里程ヲ
往復シ學問ヲ為セシ人ナリ。十八歳二至リ大都二出テ瞥師ノ食客トナリ，業ヲ仕遂ゲシ人
ナリ。原来瞥學ハ自然経歴ヲ積‘ノデ而シテ後ーノ決意ヲ定ムル者故，自ラ「ケスネー」ノ
性質トナリ，「モンテスキユー」卜同一二想像論ヲ立テズ。加之瞥師ナル者ハ諸種ノ社會
二出入スル者ナル故，種々ノ状態ヲ知ル事ヲ得タリ。同氏ハ六十歳二至リ六十年間経歴セ
シ観察ヲ初メテ書二著セリ。其ノ主ナル者ヲ略説スレバ，人ハ自由ナル者デアリ且ツ物ヲ
所有スルノ性ヲ有スル者ナリ。然ラバ政府ハ営之レ等ノ天性ヲ保護シテヤル任ガアル巳
耳。若シ然ラズシテ緻密ナル規則ヲ制シ，人ノ自由ヲ束縛シ人ノ財産ヲ限ルトキハ，人ノ
努働ヲ減ズルニ至ル。然レドモ今日人間ガ使用スル物品ハ悉皆土地ヨリ産出スル者ナレ
バ，農業ヲ奨勘スレバ事足ルベシ。故二租税モ農人ニノミ課スレバ人民ニ一般其税ヲ課ス
ルト同然ナリト。此卜同時二「グールネール」 6)卜云フ人アリ。同氏モケスネー氏卜同主
義ナリシガ，同氏ハ原来商人ノ子ナルヲ以テ商業ノ利アル事ヲ能ク知リ居レリ。故ニケス
ネー氏ノ如ク農業ノミニ限Jレ可カラズ，商業モ同ジク奨動スベキ事ヲ主張セリ。以上述べ
タルニ氏ノ説ハ其理二適セルモアリ又適セザル所モアリ。箕二経済學ノ原理ヲ酸見セシハ
ママ
英國ノ「アダムスミツ」其人ナリ。同氏ノ説二由レバ， 人間ノ生活二必要便利ナル物品
が，悉ク直接二労働ヨリ来ル者二非レバ外國ヨリ買入レタル者ナリ。故二勢働ヲ奨励スレ
バ倍々事業盛大トナルト云ヘリ。要スルニ努働ハ経清ノ大本ナリトセリ 7)。
第五項経演上有用ナル語字ノ解釈
経済學ノ講義ヲ聞クニハ生存，富，有益，債等ノ字ハ常二離Jレ可カラズ。此ノ言ノ意義
ヲ定メザレバ充分ノ了解ヲ諸君二輿フル能ハズ。是レ予ノ緒言二於テ此レガ解釈ヲナサン
卜欲スル所以也。
イカ
第一生産。理學上ヨリ論ズルトキハ，人類ノ智識何故ホド大ナリト雖モ，新タニ宇宙ノ
物髄ヲ増加シ霊ヨリ賓ヲ生ジ無ヨリシテ有ヲ生ズルハ人カノ為ス能ハザル所ノ者ナリ。人
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類ハ惟僅カニ現存ノ物髄ヲ把リテ或ハ其位置ヲ愛ジ，或ハ其形状ヲ化シ，以テ自ラノ用ニ
供スルカアルノミ。見ヨ製造業ハ勿論農業ノ如キモ物件ノ形状ヲ化シテ人類ノ用二供スル
迄ニアラズヤ。夫ノ商業ノ如キ運漕業ノ如キハ是レ物件ノ置位ヲ愛ジテ以テ人類ノ用二供
スルニ非ズヤ。其レ斯ノ如ク人カノ物髄ヲ左右スルヲ得ルハ只其所卜其形トヲ愛ズルヲ得
ルノミニシテ，其敷ヲ増減スル事能ハズ。之レニ由テ之レヲ観レバ，生産トハ物件ノ置位
ヲ髪ジ，或ハ其形欣ヲ化シ以テ人類ノ用二供スル事ナリ。
第二有益，有益トハ人間ノ感ズル有形無形ノ需用ヲ充タシ人間二快業ヲ輿フル者ヲ云
フ。此ノ字義二依レバ法律ニテ所謂有益，道徳ニテ所謂有益卜差異アリ。則チ煙草ハ道徳
上ヨリ之レヲ言ヘバ有害ナル無益ニシテ経漬上ヨリ之レヲ言ヘバ有益ナリ。又夕予ガ他人
ヨリーノ地面ヲ借入シ泉水及築山ヲ作リタルトキハ其贅澤ハ贅澤者自己ノ損失ナリ。経漬
上ヨリ之レヲ見レバ矢張リ有益ナリ。而テ此有益二天然ノ有益卜人為有益トノニ者アリ。
天然ノ有益ハ人カヲ要セズシテ自然ガ供スル者ナリ。仮令バ水及ビ空氣光線ヲ云フ。人為
ノ有益ハ人カヲ以テ作為シクル物ヲ云フ。衣食住則チ是レ也。此ノ有益ノ語二就テ有益ナ
ル必要ノ原則アリ。即チ有益ハ氣候団時代卜及ビ開化ノ度二従テ愛遷スト云ヘルノ原則ナ
リ。先ヅ氣侯二由ルノ例ヲ取ルニ，北海道ノ如キ寒國人二薄衣ヲ贈ルハ不有益ニシテ，之
ヲ熱帯地方二持来レバ有益ナリ。時代二由ルノ例ヲ畢グレバ，昔時ノ甲細刀ハ昔時二有益
ナルモ，今日ハ人ノ玩弄物二過ギザルナリ。開化ノ度二依ルノ例ハ，電信器械ヲ亜弗利加
ノ土人二之・レヲ輿9 ナバ如何ニシテ之レヲ用ユルヤヲ知ラザルヲ以テ無益ナリトス。
債，物二債アルハ此物ヲ他人卜交換シ得ベキ物ナラザル可カラズ。物二債ノ生ズ）＇レハ三
ノ條件ヲ有ス。第一ハ有益ナルヲ要ス。第ニハ他人二交附シテ均シク有益ナルヲ要ス。第
三ハ其物品ノ稀少ナルヲ要ス。
第四富，，富卜云フ言二付テハ學者間ニニ説アリ。一説二日ク，人間ノ需用ヲ充スニ足Jレ
者ハ皆是レ富ニシテ章木岩石川河等皆之レヲ線称スト。第二説二曰ク，富トハ債値アル物
件ヲ云フト。嘗今多敷ノ學者第二説二賛成セリ。予亦此説二依ラントス。何トナレバ天然
ノ給スル者ハ何人卜雖モ之レヲ容易二得ル者ナレバ，富トハ云フ可カラザル也。
第一巻生産ノ事ヲ論ズ
第一章穂 論。
夫レ吾人ノ日常使用スル所ノ諸物品ハ如何ニシテ之レヲ産出セル者ナルヤ。此ノ問題ニ
付テハ歴史上三個ノ説アリ。第一説ハ則チアダムスミッツノ説ナリ。日ク，生産ノ基本ハ
勢働二在リト。成程此ノ説ハ異理ニハ適合セル者ナルモ， 亦夕狭瞬二過ギ）レノ議ヲ免レ
ズ。抑モ努働ハー物質二適用シテ始メテ有益ナル者ニシテ，物質ナクンバ如何二勢働ヲ為
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スモ少シモ其益ナシ。ーノ物体アリ，之レニ人カヲ加ヘテ始メテ吾人ノ需用二適用スル者
也。今日監獄署二於テ罪石ヲ囚人二負セ歩行セシム）レノ法アリシハ，経済上無益ノ努働二
シテ少シモ吾人ノ需用品ヲ産出セズ。故二有益ナル勢働ヲナスニハ必ズ其ノ物髄ナカラザ
ル可カラズ。第二説ハケスネー氏ノ説ナリ。同氏ハ生産ノ基本ハ士地二在リト主張セリ。
勿論今日吾人ノ使用セル物品ノ大半ハ土地ヨリ生出シタル者ニハ相違ナシ。彼ノ衣服食料
木石ノ如キモ皆ナ其始メ土地ヨリ生ジタル者ニハ相違ナシ。然レドモ土地ヲ以テ生産ノ単
ーナル基本トナスハ誤レリ。彼ノ小説ヲ見｝レニ業土仙郷二至リ莫大ノ馳走ヲ受ケ人ヲシテ
垂挺セシム）レ話アリ。此等未開ノ國不文ノ土地二美酒肴佳ア）レベキ筈ナシ。是レ唯夕作者
ノ意想ナリ。土地ハ人カノ加工ヲ以テ始メテ物ヲ産出スル者ナルガ故二，人カナキトキハ
何物モ産出スル事ハ出来ズ。諸君不毛ノ地二旅行セシト俵定セヨ。其地二於テ諸君ハ何物
., 
ヲ目撃スルヤ。必ズ悪草毒虫ノ繁殖蝠居スルヲ見｝レモ，衣服住二必要ナル物品ハーモ見ザ
ル可シ。之レヲ近ク庭園嘱野二俵令ヘンニ，若シ之等ヲシテ天然ノ成行二放任スレバ，如
何ナル有様二陥）レヤ。必ズ敷年ヲ出デズシテ悪草繁茂シ足ヲ容ルヽノ地ナク，米菱ノ如キ
ハー粒ダモ産出セザルニ至ラン。故二土地其物ハ人間要用ノ物品ヲ産出ス）レノカナキ者ニ
シテ，人カヲ須テ始メテ其能ヲ見ス者ナリ。彼ノ金銀銅鋏ノ諸鍍モ其始メ土地ヨリ出ヅ）レ
者ナリト雖モ，之レヲ採掘シ之レヲ運搬鋳造スルニ至ル迄非常ノ人カヲ要ス。此二自テ之
レヲ観レバ土地ハ物品ヲ産出スルニ相違ナキモ人カ・ヲ待タズシテ其用ヲ為ス者非ザレバ，
質二士地卜人カトハ相須テ始メテ其用ヲ達スル者也。第三説ハ金銀其他ノ資本ヲ以テ生産
ノ根本トナス。資本トハ以前獲得シ且貯蓄セシ者也。換言スレバ再生スベキ消費二供スル
者ヲ云フ。消費二ニ種アリ。無益ノ消費卜再生スベキ消費トナリ。無益ノ消費トハ其物ヲ
消費セルニ止マリ之レニ代）レ者ノナキ場合ヲ云フ。俵令バ衣服家屋等ヲ焼捨タルトキノ如
シ。理學上ヨリ云ヘバ物質不滅ノ原則二従ヒ炭及ヒ‘‘瓦斯ノ代出物アリト云フモ，経演學二
所謂｝レ再生ノ物品二非ル也。再生スベキ消費トハ費消サレタル者ガ他ノ物二代テ出ヅ）レ者
ヲ云フ。俵令バ材木ヲ取リテ家屋ノ建築二用ユルガ如シ。其材木ハ無キモ代テ家屋トナレ
リ。故二資本ハ第ニノ場合ヲ指ス也。此ノ資本ハ賓二勢働ノ手偲ニシテ，資本ナケレバ努
働ハ出来ザル也。野蛮時代ニテモ弓矢槍刀ノ獣類ヲ捕獲スルニ必要ナル道具アリシ。若シ
モ此等ノ具ナカリセバ，古代人瑕令猛悪ナルニセヨ徒手足ヲ以テ食料トナスベキ獣類ヲ捕
獲スル能ハズ。又俵令貧人ナルモ己レガ努働ヲ助クル丈ケノ道具ハ持テリ。此等皆資本ノ
一部也。以上列畢セシ三説ヲ約ス）レトキハ則チ生産ニハ土地努働資本ノ三原素相須相扶ケ
テ須更モ離ル可カラザ）レ者ナリ。即チ土地ハ人カノ助ケヲ得始メテ物ヲ産出スベク，人力
ハ資本ノ助ケヲ待テ始メテ努働ヲ為スヲ得）レ。然ルニ三十年以前ヨリ今日二至）レ迄粗暴過
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激ノ論者出デ来リ，人間種々ノ不幸ハ資本二由レリト云フ事ヲ努働者二信ゼシメ，屡々工
業上二損害ヲ来セリ。其説ヲ聞クニ左ノ如ク理屈ヲ陳述セリ。日ク．力役者ハ日夜汲々ト
シテ最モ困難ナル努働ヲナス者ナリ。然ルニ其得ル虞ハ僅少ニシテ，只ダ糊ロスルニ過ギ
’ママ
ザル也。彼レ雇主ハ何事ヲナスヤ。一ノ働努ヲナス無クシテ其得ル所ハ賓二莫大ナリ。如
此ハ盤二不正ノ極ナラズヤ。而シテ其雇主射自ラ勢働ヲナサズシテ大利ヲ占ムル所以ノ者
ハ，其資本ヲ有スルガ故也。然ラバ資本ハカ役者ノ仇敵也。仇敵タル資本二向テカ役者ハ
ーモ加工セザルニ決セリ。此説ハ賓二誤レルノ甚シキ者ニシテ，今日學者ハ悉ク排撃スル
者也。予今此説ヲ斥駁ス・ルニ，一例ヲ取リテ充分二其非ナルヲ了解セシメン。諸君ヨ人身
中一番努働ノ衝二嘗ル者ハ何慮ナルヤ。必ズ手足五官ナラン。而シテ其報酬ヲ受クルニ至
テハ只胃ノミ其甘味ヲ嘗ム。姦二於テ手足五官不平ヲ鳴ラシ其作用ヲ止メンカ，身懺ハ日
ナラズシテ疲懲二帰セン。故ニカ役者ノ資本二向テ加工セザルハ自他共二倒ルノ道チ）レノ
., 、。
第二章士地及ヒ｀其他ノ天然カ
前章二於テ富ヲ生産スルニハ土地及ビ資本努働ノ三原素ヲ要スル事ヲ述ベタリ。而シテ
姦二土地ナル語ヲ持出セシハ甚ダ木完全ナル者ナリ。何トナレバ，±地ノミヲ以テス';レト
キハ，如何二資本ヲ下シ勢カヲ用ユルモ，少シモ物ヲ産出スル者二非ズ。必ズ他ノカ則チ
所謂天然カノ佐ケヲ得ザレバー物ヲ産出スルニ至ラザル者也。合例ヲ畢ゲテ天然カハ如何
ナル場合二於テモ加工シ居ル事ヲ證明セン。仮令バ日本横濱ヨリ米國桑港二渡航スルノ船
アリ。此船ヲ支持スル者ハ人カニ非ズシテ水ナリ。又此船ヲ進行セシムル者ハ風カニ非レ
バ蒸氣カナリ。又船ノ方向ヲ定ムルニハ磁石カノ助ケヲ要ス。此水蒸氣，風，磁石カハ即
チ天然カナリ。此ノ天然カノ作用二依ラザレバトテモ航海ハ出来ザル也。又土地ハ自然二
物品ヲ産出スルノカヲ有ス。之レアレバコソ農業ヲ為スヲ得Jレナレ。若シ土地ガ木石ノ如
クニシテ産出ノカアラザレバ，俵令へ農夫ガ米粟ノ種子ヲ有スJ・レモ之レヲ髪化シテ米粟其
物トナス事能ハジ。且ツ日光風雨霜露ノ天然作用アレバコソ米粟モ生長スベシ。是レ等皆
天然ノ有用物ニシテ人力;-作リ出ダス能ハザル所トス。然ラバ此レ等天然物ガ人類ヲ助ケ
無用ノ物質ヲ有用ノ物品二慶化セシムルハ極メテ生産二必要ナリ。ヨシ生産二欠ク可カラ
ザル者二非ズトナスモ，其ノ人間ノ勢働ヲ節減スルハ大ナリ。彼ノ雨露ハ人カヲ以テ田畑
ニ運搬灌漑スルヲ得Jレモ，其天然二由テセシモノニ比スレバ劣ル敷等，昔シハ物品ヲ運搬
スルニ人・カニノミ依頼セシモ，其后次第二開明期二赴キ天然物ヲ俵テ之レヲ利用スルノ法
ヲ知リショリ，陸二牛馬車輛アリ海二船筏アリシ。人智開明ノ今日二至リテハ蒸氣カヲ用
ユルニ至レリ。其始メ人カヲ以テ物ヲ運搬スルトキト蒸氣カヲ以テ之レヲ為ストキ如何ナ
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ル差異アルヤ。其間営二害壊ノミナラザル也。要スルニ自然カハ生産二欠ク可カラザJレ
者也。左ナキダニ人カヲモ節減スルノ大ナル者也。凡百ノ器械ノ登明ハ畢莞天然カヲ利用
シテ人力二代ワルニ過ギザル者ナリ。昔ハ人己レガ肖像ヲ得‘ノト欲セバ必ズ善良ノ画エニ
多額ノ金円ヲ彿ヒ，之レヲ作ラザル可カラズ。然ルニ千八百二十年化學ノ作用卜天然力日
光ヲ利用シテ遂二萬異ノ術ヲ登明シ，爾后少婦野人二至ル迄皆其肖像ヲ得Jレニ至レリ。其
他電氣作用二於ルモ皆然リ。故二天然カヲ使用セバ費用ヲ省キ人カヲ減ズルガ故二，自ラ
製造ヲ盛ニシ僅少ノ時間ヲ以テ多額ノ物品ヲ産出スルヲ得Jレ也。而シテ其ノ由テ生ジタル
剰餘ノ時間ハ無益二之レヲ費スナク，必ズ他ノ要用ナル物品ヲ製出スルニ用ユベシ。素ヨ
リ其時間ノ法ハ種々アルモ，要スルニー國ノ富ヲ産出スルニ用ユル者也。予ノ考フル所ニ
由レバ，工業ノ進歩ハ即チ少許ノ資本卜勢働トヲ以テ多クノ物品ヲ製造シ得ルニ在リ。之
レヲシテ然ラシムJレハ天然カノ利用二由レリ。然シテ見レバ天然カノ生産上二重大ナル閥
係ァル事明也。而シテ此進歩ハ始メハ生産者ノミ利益トナル者ニシテ，終二社會一般ヲ利
益スルニ至ル者ナリ。仮令バ姦ニーノ器械ヲ登明シタランニ，其以前十闘ニテ製造セシ者
ヲ五圏ニテ製造スルヲ得ベシ。然ルトキ此方法ヲ秘シテ他ノ製造家デ知ラシメズシテ尚ホ
己レノ物品ヲ十園二賣ルトキハ大二製造家二利アリ。然レドモ永久其業ヲ秘シ得ベキ者ニ
非ズ。必ズ職工等ノ為メニ探知セ＇ラレ，他二其業ヲ始ムル者アリ。此二於テ其間始メテ競
争ヲ生ジ，十園二賣リシ物品ヲ五圃ニテ賣ルニ至Jレベシ。此レニ依テ消費者ハ廉債ヲ以テ
之レヲ買フヲ得。又其金ノ剰餘ヲ以テ他ノ己レガ需用ヲ充ス可キ物品ヲ求メテ吾ガ幸幅ヲ
増進スルヲ得ルニ至ル。予ハ此二於テ天然カノ生産二必要ナル事ハ己二説キ終レリ。
第三章勢 働
今日ハ第三章二移リ，生産ノ第二原素タル努働ヲ説明スベシ。経演學上勢働卜云フハ吾
人ノ要用ヲ充タスガ為メ吾人ガ吾人ノカヲ致ス者ニシテ，之レヲ園別シテニ種トナス。一
ヲ儘力上ノ勢働卜云ヒ，一ヲ智力上ノ努働卜云フ。前章二於テー國ノ開明ハ多少人力二代
ユルニ天然カヲ以テスル方法ヲ酸見スルニ在リト云ヒシ。蓋シ天然カヲ代用スルトキハ謄
カ上ノ努働ヲ減少シ，従テ人々智力上ノ勢働二従事スル事ヲ得ルヲ以テ，一國ノ登明ヲ来
ス也。斯ク髄力上ノ勢働卜智力上ノ努働ヲ冨別スル事二付テ絃ニーツノ問題ヲ惹起セリ。
則チ智力上ノ努働ノ果シテ生産二預Jレ者ナル乎。換言スレバ彼ノ訴訟ヲ判決スル判官也，
智識ノ開登二従事スル教官也，瞥師也又學者也ハ果シテ生産二預テカアルヤノ問題也。彼
ノ有名ナルスミツ氏ノ説二由レバ，智力上ノ努働ハ無生産ノ者也。又セー等ノ説二由レ
バ，智力上ノ努働モ均シク生産二干ッテカアリトナスo是ノニ説執レガ是執レガ非ナルヤヲ
定ムルニハ，生産ノ定義ノ解釈二由テ明ニスベシ。スミツ氏ノ解釈二由レバ，生産ハ物ヲ
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産スルノ義ナル故，有形上ノ物品ヲ指スハ明ナリト。然ラバ有形上ノ物品ヲ造ルノ努働ナ
ラザレバ生産的ノ努働トハ云フ可カラズ。故二智力上ノ努働ハ不生産ナリ。併シ普通二無
生産卜云ワバ則チ無益ノ努働卜云フ事二解釈ヲナスニ由リ，荀モ有益ナル勢働ナレバ矢張
リ生産的ノ努働卜名称ヲ下スヲ以テ穏嘗トナス。此ノ問題ハ何レニ由ルモ別二利害ノ開ス
ル所ナシ。只ダ此語ヨリ引来タル結果二付テ注意スルヲ要ス。何トナレバ或ル學者ハ智力
上ノ勢働ハ無生産努働トスレバ，智力上ノ事ハ奨動スルニ及バズト迄二結果ヲ引出セリ。
是レ甚ダ誤レリ o智力上ノ勢働ハー國二欠ク可カラザル者ニシテ，殖産上二大二開係アル者
也。彼ノ瞥師ハ智力上ノ努働ナリ。一人職工枇會ノ病者ヲ治療スルトキハ，其全快シタル
后ハーノ努働者ヲ祉會二増ス者也。然ラバ矢張リ生産二干預スト云ハザル可カラズ。裁判
官二於テモ尚然加職工間二訴訟事件起リタルトキ早ク之レガ是非曲直ヲ判談シ，各々其業
二就事スルヲ得セシム。従テ職工祉會二功用ヲ生ズJレ者・也。故二智カノ勢働モー國証曾ニ
欠ク可カラザル者也。今萬般ノ作業二付テ観察ヲ下ストキハ，如何ナル作業ヲ問ハズ三原
素アルヲ登見ス）レヲ得ル。第一，天地間ノ法ヲ探求スル事，第二，其法ヲーツノ・作業ニテ
適用スル事，第三，勢働ヲ賓行スル事，此三者ハ必ズ有スル也。諸君モ知ル如ク彼ノ瓦羅
斯ハ種々ノ事二使用シテ大二益アル者ナリ。此レヲ製造スルニ至ル迄ハ如何ナル階級ヲ経
テ今日ノ場合二至リシヲ考へ見レバ，必ズ前ノ三原素ヲ経シナラン。此ノ瓦羅斯ハ透明二
シテ堅ク且ツ膨脹スベキ砂ヲ探シ又之レニ薬味ヲ加へ之レニ非常ノ熱度ヲ加へ之レヲ膨脹
スル事ヲ考ユル者ナカル可カラズ。是レ則チ學者ノ事ニシテ，天地間ニアル法ヲ研究スル
者也。第二二學者ノ研究シタル事ヲ習得シテ之レヲ責際二適用スル者ナカル可カラズ。是
レ製造家ノ所為ナリ。第三ハ此ノ製造二従事スル者ナカル可カラズ。是レ職工也。此ノ三
者ハ須哭モ離ル可カラザル者ニシテ，一國ノ富ハートシテ此ノ脇合二成ラザル者ナシ。斯
ノ如ク努働ハ諸種ノ産物二付テ必要欠ク可カラズトセバ，努働ヲ増進スルトキハ従テー國
ノ富ヲ堆進スルガ如ク思ハル。然レドモー國ノ富ヲ増進スルニハ産物ノ高ヲ増ス事ニセザ
ル可カラズ。徒二努働ヲノミ増スヲ以テ富国策卜信ズ可カラズ。俵令バ絃二同一ノ田地ヲ
有スル農夫アリ。其一人ハ多クノ勢働ヲ以テ僅カニ十石ヲ造出シ，他ノ一人ハ少許ノカヲ
以テ其二倍ヲ作リ出ス。此ノ農夫等ハ果シテ何レノ田地ヲ耕サントスルカ。必ズ少力多作
ノ方ヲ揮プ可シ。故二徒二勢働ヲ増スモ必ズ富ヲ増ストハ云フ可カラズ。一己人二於テ少
許ノ努働ヲ以テ多クノ物ヲ産出スルノ利益ハ賓二見易クシテ誰人モ能ク知ルト雖モ，一國
ノ利害二闊シタル事ハ人々之レヲ察セズ。始メテ日本二探車ヲ攀ゲシ以来車馬ノ運送ハ地
ヲ掃ヒ，之レ等ノ勢働ヲ殺減セシ故二深車ヲ設ケザル方ガ善シト云フノ人アリシ。此等ノ
人ハ目前ノ害ヲ見テ遠大ノ利害ヲ察セザル者也。車馬二依テ衣食セシ少数ノ人民ハ暫ク其
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途ヲ失フト雖モ，忽チニ其職業ヲ得テ決シテ損スル者二非ル事，歴史二徴シテ證明セリ。
姦ニーツノ例ヲ取リ徒ラニ勢働ヲ増スハ富國ノ策ナラザルヲ説明セン。或Jレ小児アリーツ
ノ瀬戸物ヲ潰セリ。父大二怒テ之レヲ呵責セリ。時二隣人来テ之レヲ慰メテ日ク，小供ノ
之レヲ破リシハ何程悪キ事ナル毛，併シ決シテ社會二害アラズ。反テ益ヲ輿フル者也。世
二敗Jレ者アラザレバ瀬戸物屋立タズト。此ノ隣人ノ言ハ只ダ直接ノ利害二着目セ｀シ者ナ
リ。成程瀬戸物屋ノ業ヲ奨動スルニ相違ナシ。併シ若シ小児之レヲ破ラザルトキハ父ハ他
ノ要用ナル物品ヲ買フナレバ，又他ノ工業ヲ奨動スルガ故二，一國上ヨリ見レバ差別掛引
ナシ。然シ小児之レヲ破ラザリセバ父ハ其金ヲ他二用ヒ財産ヲ培ヲ得ル。其父モ亦祉會ノ
一人ナレバ，粧會ノ財産ヲ一個増シタリト謂フ可シ。若シ徒二勢働ヲ増ス事ヲ欲セバ大阪
市中ヲ焼掃ヒニセヨ。然ルトキハ職工牡會ノ努働ハ頻繁ヲ極メ其極度二達スベシ。斯クシ
テ其利害得失ハ智者ヲ待タズシテ明ナリ。
是レヨリ努働ヲ有効ナラシムル方法ヲ解説スベシ。
古昔人智盲昧ノ世ハ，人々自ラ耕シ自ラ織リ自ラ居ルト云フガ如ク，衣食住ノ事ヲ一人
ニテナシ全ク各人別天地二孤立セシモ，今日ハ之レト異ナリ，大工農夫呉服屋各々其業ヲ
分チ相扶ケ相待チテ生活ヲ為スニ至レリ。営二人々其職業ヲ分ツノミナラズ，一・;;ノ職業
ニ付テ観察スルモ又敷種二分レ，學者工業者職業等ノ厘別アルノミナラズ，智力上ノ努働
ニモ文學技術學術ノ三ツニ分レ，學術中ニモ政治法律経清等ノ諸種アリ。髄力上二付テモ
農商工二分レ，其ノーニ付テモ諸種二分ル也。諸君ノ着用セル衣服ハ果シテ幾何ノエ人ヲ
要セシャ。則チ棉ヲ作）レノ農夫アリ。其賓ヲ取ル者其綿ヲ製スル者糸ニスル者染ム）レ者仕
上Jレ者運漕スル者仲買人小賣人裁縫人等遂二十一種ノ手ヲ経テ居ルナリ。而シテ此等十一
人モ其住食ヲ要スルガ故二，一枚ノ衣服モ全國立チ入ルト云ウモ可ナリ。此ノ人々ガ各事
業ヲ分チ相助ケ共二其物品ヲ産出スルヲ名ヅケテ分業トハ云フ也。予ハ是レヨリ分業ノ利
害得失ヲ詳述スベシ。
有名ナルスミツ氏ハ針ノ製造ヲ例トシ，分業ノ好結果アル事ヲ示セリ 8)。此針ヲ製造ス
ルニ付テ幾多ノ人ヲ要スルヤ。第一二鋏ヲ伸バス鍛治工ヲ要シ，次二之レヲ切断スル者尖 ゑ
頭ヲ付クルモノ頭穴ヲ付クルモノ磨スル者揃ヘテ鋏二押ス者ツマリ十八人二業ヲ分ッテ為
サシムJレヲ得Jレ。此十八人ヲ以テ製造スルトキハー日二四萬八千本ヲ作ルヲ得。十二時ヲ
一日ノ努働時間トスレバ，一分時六本ノ産出高トナル。若シ之レヲ孤立セシメナバ，一人
一日二ニ十本ヲ製シ，総高僅カニ三百六拾本ノ比例也。故二業ヲ分ッテ之レヲ為ストキハ
同一ノ人間ヲ以テ敷層倍ヲ造ルヲ得Jレノミナラズ，尚ホ精美ノ者ヲ造ルヲ得ル也。此ノ分
業二由テ多額ノ物品ヲ迅速二製造シ得ル者ハ，抑モ如何ナル原因二基ク者ナルヤ。予ハ此
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レニ四個ノ原因アル事ヲ嶺見セリ。第一ハ常二同一ノ事ヲ為ストキハ熱練ノ極終二精巧二
. 
至ル。又同一ノ事ノミヲ為ストキハ人間ノ手ガ丁度器械ノ如クーモ違フ事非ズ。ツミツ氏
ハ此ノ事二付テモ其賓際見聞シタル例ヲ述ベテ日ク。針ノ製造二付テハ極テ使フニ馴レタ
Jレ鍛エト雖モ，其ノ曾テ釘ヲ作リシ事ナキ者二之レヲ作ラシムルトキハ一日二百本ヲ作
リ，時・ニ釘ヲ造ル者ヲシテ造ラシメバ八百本ヲ作出シ，之レヲ業トス］レ者ヲシテ製造セシ
メバニ千三百本ヲ作ルヲ得｝レト云ヘリ。其差異アル賓二信ジ難キ程也。是レニ由テ之レヲ
観レバ常二同一ノ事二従事スルトキハ漸次俊速二且精密ナルヲ得｝レ也。第二，常二同一ノ
事ヲ為シタルトキ身体ノ位置及ビ道具ヲ髪更スルニ及バザ｝レヲ以テ従テ貴重ナル時間ヲ冗
費セズ。彼ノ針製造ニハ十八人ヲ要スルガ故一人ヲ以テ之レヲ造ルトキハ十八タビ道具ヲ
更ヘザル可カラズ。従テ儘ノ位置ヲ運動セザル可カラザレバ時間二大ナル損害アリ。第
三，常二同一ノ事ヲナストキバ其事二注意スルヲ以テ遂二蛮明ヲ出ス事在ル也。前ニモ述
ベシ如ク登明ハ多ク髄力上ノ勢働二代用スル者也。古ヨリ多クノ蛮明アルモ皆分業ノ結果
ナリ。第四，業ヲ分ツトキハ職エノ強弱工拙二従テ各自ヲシテ適嘗ノ業務二就カシム）レヲ
得ル。俵令バ彼ノ針製造二於テ伸鋏切條ノ事ハ強牡ノ男子二任セザル可カラズ。然ルニ之
レヲシテ琢磨押紙ノ婦人ニテ充分ナルノ仕事ヲ為サシムルトキハ他ノ有用ナル職業ニカヲ
盤ス能ハズ。加之強壮者ニハ高債ノ賃銀ヲ彿ハザル可カラザルモ，婦人ナレバ少許ヲ以テ
使役シ而カモ其仕事ハ異ナラズ。然ルトキハ製造二費用ヲ減ズルヲ得｝レ。以上述ベタル所
ハーノ製造場二於テ同一ノ物品ヲ製造スルニ付テノ分業ナリ。祉會ノ分業二於ケルモ尚ホ
然リ。熟練時間登明迅速ヲ得ル也。此ノ分業ハ諸種ノ作業二付テ必ズシモ同一ノ程度二見
ル者二非ラズ。此ノ分業ヲ牽制スル所ノ原因三ツアリ。第一ハ販路ノ廣狭二従テ分業二大
小ノ匿別アリ。凡ソ物品ヲシテ賣捌ク事多ケレバ従テ分業大ナルモ賣捌ケ少ナケレバ分業
亦小ナク，此ノ事ヨリ四ツノエ債ヲ生ズ。第一ハ大都会二非レバ行フコト得ザル事アリ。
彼ノ道路二灌水スル事ノ如シ。第ニハ物品ノ債ヲ高クスルトキハ分業少ナシ。彼ノ美術家
ハ多クハ器械二俺ラズ人カヲ以テ之レヲ成ス故二，其債尊クシテ需用者少ナシ。従テ製造
し ヲ多スルノ必要ナシ。第三，醤師學者等智力上ノ勢働ハ都会二非レバ分業ヲ為スヲ得ズ。
第四，重キ物品二付テハ多クノ，分業トナスヲ得ズ。彼ノ釘衣服等ハ他二輸送スル事得レバ
従テ其事ヲ廣大ニシ分業トナスヲ得ルモ，非常ノ重量タル石材等ハ容易二運送スル事ノ出
来ザルヲ以テ盛二切出スヲ要セズ。又商業ニセヨ同一ナリ。従テ商業二付テハ左ノ結果ヲ
生ズ。都会ノ地ニハ物品多キガ故二己レノ欲スル慮ヲ揮プヲ得ルモ村落ハ之レニ反セリ。
第ニハ善良ノ物品ヲ得ル事ガ出来ル也。第三ハ都会ハ廉債ニテ買フヲ得Jレモ村落ニテ高債
ナラザレバ賣得ヲ得ズ。是レ即チ物品ノ多寡販路ノ廣狭ニ・由ル也。如此販路ノ廣狭ハ分業
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ニ大闊係アルモノナルガ故:"'-• 其販路廣狭ノ原因ヲ探グレバ亦利益アルナリ。即チ三原素
アルヲ登見スベシ。第一，人ロノ多寡二由テ販路ノ廣狭ヲ来ス。第二，開明ノ度二由テ然
リ。第三，道路ノ有無二由リテ生ズ。故二販路ヲ盛大ニセントスレバ宜シク人ロノ蕃殖ヲ
圏リ教育ヲ盛ニセザル可カラズ。
前會ニハ分業ノ事ヲ説始メ， 分業ハ熟練卜迅速卜廉債トヲ致スノ利益ァル事ヲ陳述セ
リ。如此分業ニハ莫大ナル利益アルモ，物一利アレバー害アルノ歎二洩レズ，亦弊害アル
ヲ免レズ。是レヨリ逐次其弊ヲ掲ゲン。
第一ノ害即チ多額ノ資本ヲ要スルノ失アリ。然レドモ此ノ弊害タルヤ製造家一身二止マ
ルノ弊害ニシテ，敢テ祉會ノ利害二闊係セザル故，別二詳論セズ。第ニノ害即チ常二身髄
ノー機闊ノミヲ使役スルトキハ，是レニ従事スル職エハ忽チ疲努ヲ感ジ，遂ニハ用ユ可力
ラザルニ至Jレノ弊害ナリ。彼ノ學者ノ脳病アル書生二胃病アル時計師二眼病アルモ職トシ
テ脳ヲ煩シ目ヲ使フノ多キニ由ル。凡テ吾人ノ•·健康ヲ致スニハ智カト骸カトヲ並ビ用ユJレ
二在リト云フハ衛生上ノ原則也。，或人之レヲ駁シテ日ク，職エノ疲勢ヲ醸生スル所以ノ基
ハ常二同部分ノミヲ用ユルニ非ズシテ過度ナル勢働ヲ為スニ由ルト。然レドモ職エノ勢働
スルハ輩二勢働ノ過度ナルニ基ヅクニ非ズシテ，常二同一ノ機闊ヲ用ユルトキハ其機闊ヲ
シテ忽チニ使役ス可カラザルノ欣態二至ラシムル也。
第三ノ害。凡テ人ハ其智カナリ又ハ髄カヲ使用セザルトキハ其使用セザル部分ハ遂二消
滅二婦スルハ天性ナリ。彼ノ常二坐シテ手先ノミヲ働カシム）レ職エハ長途ヲ行ク能ハズト
云フ如ク，常二足ヲ使用セザルヨリ然ル者也。髄力上二於ケルモ智力上二於ケルモ同ーニ
シテ職エノ如キハ常二髄カヲ用ヒテ智カヲ用ヒザルガ故二，多クワ愚鈍也。俵令バ姦ニー
ツノ職エアリテ終日針ノ先付ケヲ業トナシ居ランニ，其手足ハ恰モ器械ノ如クニシテ智力
ヲ用ユルノ要ナシ。故二此等二向テ智識ノ蛮達ヲ望ムハ猶ホ木二依テ魚ヲ求ム）レト一般，
到底為ス能ハザル也。此ノ故二下等社會二悪人ノ多キハ免ル可カラザJvノ次第也。又夕敷
學者法學者ハ智カノミヲ用ヒテ髄カヲ用ヒザル故其鶴ハ次第二衰弱ス可シ。鳴呼吾人ハ怒
ロシキ職エニ従事シタリ。之レヲ要スルニ智力髄カヲ減少スルハ無使用ナルニ基ケルコト
ハ争フ可カラザルノ賓事也。然ルニ或人ハ之レヲ駁シテ日ク，職エニシテ荀モ修學開智ノ
意志ア，レバ食后間充分二之レヲ為スヲ得，故二職エノ智力登暢セザルハ分業二基クニ非ズ
シテ其自ラ之レヲ為サ、＊ルニ在リ．卜。併シナガラ職エガ終日勢働ヲナシ家二蹄レバ忽チ疲
勢ヲ覺へ，人類ハ天性難苦ヲ去テ安逸二付クノ質アルガ故二，何人ニテモ食后ノ餘閑ヲ以
テ學事二充テントスル者ハ多ク有マジ。論者ノ説ハ言フ可クシテ行フ可カラザルノ説ナ
リ。加之人ノ勉カヲナスハ必ズ何ニカ他ヨリ牽制セラル所アルカ，若シクハ大二誘引セラ
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ル所アルカニ非レバ餘時ヲ餘事二用ユル如キハ萬一ヲ望ム可カラズ。第四ノ害。人常二同
ーノ事ノミヲ成ス時ハーツモ愉快ヲ感ゼザル者ニシテ，不愉快ノ事ヲ為サバ疲勢ヲ感ズル
事速カナルガ故二，分業法ヲ設ケ常二針目ヲ付ル事ノミヲ以テ職業トスル者ハ必ズ不愉快
ヲ覺へ頗ル疲勢スルナル可シ。第五ノ弊。分業法ヲ設ル時ハ職工ハ製造家ノ自由ニナルノ
弊アリ。例セバ妥ニーツノ針目付ヲ；；ミナスノ職エアランニ，其賃金ノ少ナキヲ憂へ製造
家二向テ増給ヲ乞ヘリ。然Jレニ製造家ハ之レヲ許サズト俵定センニ，此ノ場合二嘗テ職工
ハ他業ノ利益アル者二轄業スJ・レヲ得Jレヤ。原来針ノ目ヲ付クルヨリ外二何事モ知ラザレバ
他業二移ルヲ得ズ。然ラバ同一業ノ製造家二雇ハルヽ事ヲ得ルカ。是レモ直チニ其入ロヲ
嶺見スル事出来ザルノミナラズ，若シ其製造家ニシテー國ニーケ所若シッハニケ所二止マ
ルトキハ，到底今迄ノ製造家ヲ離レテ別二糊ロノ道ヲ求ムル事ハ出来ザル也。故二決極製
造家ノ給輿スル賃金ヲ以テ満足セザル可カラズ。既二賃金ノ増額ヲ得ザルトスルトキハ，
日々ノ話斗二逐ハレ，其子弟ヲ教育スル事ハ六ケ敷，逐二多少ノ智識ヲ具スルノ職工ヲ國
二得ル事ノ出来ザル欣態卜為ル也。或人又之レヲ駁シテ日ク，成程職エハ製造家ノ自由二
スル所タリ。併シナガラ職エガ去ルトキハ其製造家ノ困難二陥ル事アル故，強チ其ノ増賃
ヲ為サズトモ云フ可カラズト。然レドモ決シテ然ラズ。製造家ハ容易二他ノ職工ヲ登見ス
ル事モ出来，且ツ只ダ針目ヲ付クル位ノ事ナレバ，俵令新者ナルモ敷日ヲ出デズニ熟錬ナ
ル職工ヲ得ルガ故二，恐ラクハ増賃ノ事ナカル可シ。要スルニ分業ハ莫大ナル効アルモ従
テ以上ノ弊害アルガ故二；之レヲ匡下スルノ方法ヲ考究セザル可カラズ。是生徒諸君ノ責
任也。朗奮々々。
以上陳述シタル所二由リ勢働ヲ有効ナラシムル一方法ヲ説キ終エリ。此ノ外二又勢働ヲ
有効ナラシムル者アリ。即チ結耽ノ事ナリ。然レドモ此ノ結社ハ通常資本ヲ共合スル事ニ
シテ勢働ヲ共合スルニ非レバ，先ヅ資本ノ事ヲ講ジ，然ル后説明スル事トナサン。
第四章資 本
資本ナル語ハ通常人々ノ使用スル言ナルガ，其意義二至テハ法律商業経済ノ三學術各之
レヲ異ニセリ。故二先ヅ其意義ヲ定メザル可カラズ。商業上二於テ資本卜云フ、トキハ則チ
専ラ金錢ヲ指ス也。法律二於テハ彼ノ原資卜同義ニシテ，人二貸輿へ利足ヲ生ズル金額二
シテ利足二相封スル意味也。普通ノ辮朦二由レバ潤益ヲ生ズベキ凡テノ物品ヲ指スガ如
シ。即チ家屋也土地ナリ悉ク利益ヲ輿フルガ故矢張リ資本卜稲ス。以上三者ノ意義ハ何レ
モ経演學二於テ採用スベキ者二非ズ。然ラバ経涜學二於テノ資本ハ果シテ如何ナル者ナル
ャ。此ノ意義二付テハ學者間多少ノ説アリ。故二先ヅ學者ノ一致セル貼ヲ奉ゲ，然ル后ニ
其意義ヲ定メン。
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第一，資本ハ天然カニ非ル事。乍併妥二注意スベキ事アリ。其レハ彼ノ土地ナリ。土地
・ハ天然ノ状態二於テハ資本トスベキ者二非ズ。其天然カヲ助ケ其産出ヲ増加スベキ者ヲ土
地二附着セシトキハ即チ其土地ガ資本トナル也。
第二，資本ハ先キニ産出儲蓄9)シタル者ニシテ且ツ他ノ物品ヲ産出スルノ用二供スル者
也。
第三，資本ハ唯ダ金錢ノミニ止マラザル事。
第四，一國ノ富ハ悉ク資本二非ラズ。資本ハ他ノ物ヲ生産スルニ用ユルガ故二贅澤物タ
ル装飾品ノ如キハー國ノ富ナルモ資本二非ラズト。
第五，一個ノ物品ニシテ或ハ資本トナリ或ハ費消物クルニ過ギザル者アリ。故ニーツノ
物品ヲ見テモ直チニ之レハ資本ナリ資本ナラザルヲ断定スル事ノ出来ザルハ，恰モ法律ニ
於テ直チニ得替物又ハ不得替物トカヲ断定スル事ノ能ハザルト同然ナリ。其之レヲ使用ス
ル人ノ意志二由テ分Jレヽ者也。俵令バ金錢ナリ。此ノ金錢ヲ見テモ直チニ資本ナリャ否ヤ
ヲ知ル可カラズ；若シ其所有者其金ヲ以テーツ装飾品ヲ買フノ意志アルトキハ其金錢ハ資
本ナラザルモ，ーツノ器械ヲ造リ他ノ物品ヲ産出スルノ意アルトキハ其金ハ資本トナルナ
リ。只ダ之レヲ有スル人ノ意志如何二在リ。
第六，同一ノ物品ニテモ之レヲ所持スル人二由テ資本タルト否ラザルトアリ。例令バ予
ガ金瓶一個ヲ持テルアリ。然ルトキハ贅澤品二供スルヲ以デ資本タラザルモ，若シ其瓶ガ
製造家ノ手二在ルトキハ則チ資本タリ。何トナレバ製造家ハ其金銀瓶ヲ賣リ，其代債ヲ以
テ又新二金銀瓶ヲ造ルノ意志アルガ故二資本トナルナリ。以上ノ六貼二付テハ學者暑ボー
致シテ別二之レヲ非難スル者ナシ。然ラバ學者ノ一致セザル貼ハ何慮二在リヤト問フニ，
即チ左ノー貼ニアリ。日ク，ー物品ヲ製造スル為メニ供用スル物品）ヽ其直接タルト間接夕
ルトヲ問ハズ凡テ資本卜云フヲ得ルヤト云フニ在リ。例セバー蛮人アリ，一疋ノ野獣ヲ盪
獲セリ。之レヲ三分シテ一部ヲ直チニ食スルノ肉トナシ，一部ヲ后時他事ヲナストキニ食
スルノ肉トナシ，一部ヲ皮或ハ角ニナセリ。第一及ビ第三ノ部分二付テハ議論ナシ。第一
ハ費消物ナリ。第三ハ衣服或ハ器具ノ用ニナセバ資本タル可キ也。而シテ第二部ハ何物ト
稲スベキャ，此貼二付・テ議論アリ。或ル論者ノ説二由レバ，第二部ハ他ノ物品製造ノ用二
供シクル者二非ズシテ性命保存ノ食料二供シタル者ナルガ故二資本卜云フ可カラズト。然
レドモ予ヲ以テ之レヲ見レバ第ニノ部分モ同ジク資本ナリト決ス。何トナレバ若シ其肉ヲ
儲蓄シ置カザルトキハ他日勢働ヲナス事出来ザル故，従テ物品ヲ産出スル事能ハザルトナ
ル。然シテ見レバ他ノ物品ヲ製出スルニ付テハ此ノ肉ノ儲蓄ガ必要ニシテ，均シク製造ノ
用二供シクル者卜明言スルヲ得ベキ也。以上資本ノ意義釈解ハ終リタルヲ以テ，是レヨリ
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資本ノ厖別ヲ説明セシ。
資本ヲ別テニ種トナス。一ヲ固定資本卜云ヒーヲ流動資本卜云フ。流動資本ハ則チ製造
ノ為メニ費消セラル可キ者ニシテ，ータビ之レヲ使用スルトキハ其形ヲ失フ者也。俵令バ
織物ノ製造二付テ観察スルニ，彼ノ糸ハータビ之レヲ用ユルトキハ経済學ニテハ費消サレ
タル者ニシテ其代リニ反物ナル者ガ出来タリ。之レヲ指シテ流通資本卜云フ10)。固定資本
トハ製造ノ后二於テ尚ホ資本タル質ヲ存スル者ナリ。俵令バ製造家ノ器械二於ケル，農夫
ノ使用セル鋤鍬ノ如キ，一度使用スルモ依然其藷質ヲ存ス。是レヲ名ヅケテ固定資本卜云
フ。彼ノ有名ナルスミツ氏ハ流通資本二他ノ解釈ヲ奥ヘテ日ク。流通資本ハ他二轄移スル
二非レバ利益ヲ生セザル者ナリ。候令バ糸ノ如キモ反物トナシ之レヲ賣却スルニ非レバ利
益ヲ生セザル者トセリ。然レドモ此説ハ餘リ狭濫二失スルノ誹ヲ免レズ。果シテ流通資本
ハ他二移轄セザレバ流通資本二非ズト云フトキハ，彼ノ油炭等ハ如何ナリヤ。此等モ他二
ママ
移轄スルニ非レバ流通資本卜可ク可カラザル乎。然レドモ是レ製造業二用ヒテ矢張リ流通
資本ナリ。妥二注意スベキ事アリ。第一二固定資本ハ製造二用ユ）レモ尚ホ存スル者ナレド
モ，必ズシモ製造家ノ手裡ヲ離レザル者卜信ズ可カラズ。彼ノ器械ノ如キ破損二至リタル
トキハ常二他ノ物品卜交換スル事アルガ故也。第ニハ固定資本ハ通常他年間保存スル者ナ
レドモ，又僅カノ時間ノミ保存ノ出来難キ者アリ。例セバ裁縫家ノ針ノ如キ也。是レ固定
詣未ナリ。然レドモ甚ダ破損シ易キ者ニシテー枚ヲ成就スル間二三本モ費ス事アリ。然レ
ドモ固定資本タル原質ハ尚ホ存在スル者也。第三，固定資本ハ移轄セザル者卜信ジ流通資
本ハ常二流通スベキ者卜信ズ可カラズ。鋏道汽車等ノ如キ者アレバナリ。第四，固定資本
ト創立資本トヲ混ズ可カラズ。又夕流通資本卜運輸資本トヲ混同ス可カラズ。俵令バ姦ニ
ーツノ製造業ヲ起サントスル者アリ。其者ハ必ズ製造場卜器械卜及ビ原品給料等ヲ具ヘザ
ル可カラズ。是レ等ハ凡テ創立資本ナリ。此内ノ家屋及ビ器械ハ固定資本ナルモ，原品及
ビ給料ハ流通資本ナリ。故二創立資本ノ中ニハ固定流通二者ヲ含蓄スル者也。運轄資本ハ
新タニ買入レニ供スル資本ナリ。彼ノ針ノ如キ又ハ器械ノ如キ固定資本卜雖モ破損シタル
トキ運轄資本二由リ更ラニ買入）レ者ナルガ故二，此ノ内ニモ固定流通二者ヲ含蓄セリト云
ハザル可カラズ。
前會二於テ固（定）資本流通資本トハ如何ナル者ナルヤヲ説明セリ。乍併此流通固定ヲ一
層明瞭ナラシム）レ為メニ，二者ハ果シテ如何ナル者ヲ含蓄セルヤヲ質例ヲ畢ゲテ説示セン
トス。先ヅ流通資本二入ル可キ者ヨリ掲ゲンニ，第一，原質品及ビ其他ノ物ヲ買入ルヽ二
供スル金錢。第ニハ原質品郎チ製造二費消スル原品也。第三ハ製品，是ハ過日モ述ベタル
如ク同一ノ物品ニシテ一人二於テハ原質品トナリ一人二於テハ製造品トナルト。俵令バ洋
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服裁縫師ノ用ユル羅紗ハ原質品也。然レドモ羅紗製造業者ヨリ之レヲ言ヘバ製品也。第四
ハ職エニ仕彿フ可キ賃金。第五ハ諸種ノ燃物。先ヅ此ノ五ツノ者ヲ以テ流通資本ノ重ナル
者トス。固定資本中二入ル可キ者ハ，第一二器械道具ヲ云ヒ，第ニハ建造物也。第三ハ土
地二為シタル養料ナリ。彼ノ農夫ガ土地ヲ耕シ肥料ヲ施シ続囲ヲ設クルガ如キハ，其土地
ノ債格ヲ増加スルモノニシテ，其土地ヲ分析スルトキハニケノ原素ヲ登見スルヲ得ベシ。
第一，天然ノ支給スル土地，第二，之レニ附着シタル資本ヲ云フ。此附着シタル肥料等モ
矢張リ固定資本ノ中二入ル也。第四ハ獲得シタル學識ナリ。瑕令バ甲アリ其子二仕立屋業
ヲ習ハサシメントセリ。然ルニ其子ガ之レヲ習得ル迄ハ末ダー文モ得ル能ハズ。反テ親ヨ
リ其衣服食料ヲ仕送レリ。諸君ノ、此二修學セラル、モ亦同ジ。此ハ甲ナリ。及ピ諸君ノ父
母ガ其子ノ修學二付テ金銀ヲ出スハ其金銀ヲ積ミ置クト同然ニシテ，他H其結果ヲ収ムル
者ナルガ故二，是レヨリ得タル學識ナレバ資本卜云ハザル可カラズ。以上四ケノ者ガ固定
資本二入ル也。
是レヨリ固定資本流通資本ノ差異アル所ヲ説キ示サン。
凡テ流通資本ナル者ハ之レヲ費消シテ製造シタル物品ノ債格ヲ以テ還給セラル可キ者
也。之レニ反シテ固定資本ハ敷回ノ製造品二分課スル者也。恨令バ織物製造ヲナス者ア
リ。其之レヲ製造スルニ付テハーツノ器械及ビ絹糸一萬斤，石炭十萬斤，職エノ賃金百円
トヲ費消セリト俵定セヨ。此ノ内ニテ絹糸石炭賃金ハ流通資本ナリ。此流通資本ハ製造シ
上ゲタル反物ノ代債ヲ以テ償却スル者也。乍併製造家ハ只ダ流通資本ノ還給アルノミヲ以
テ満足ハセザル可シ。彼ノ器械モ漸々破損スル者ナレバ，之レヲモ物債ノ中二加へ償却ヲ
求メザル可カラズ。而シテ之レヲ求ムルノ割合ハ，其器械一千度用ユルヲ得ルトセバ，一
回ノ製造品二千分ノーノ割合ヲ損シメザル可カラズ。是レニテ流通資本固定資本ノ匿別モ
説キ終リシガ，之レヲ盛クスト同時二別ニ一言陳述シ置ク可キアリ。凡テ製造家ノ有スル
流通固定資本ノ多寡ハ， 自ラ比例アル者ニシテ，流通資本ノ高ヲ不顧ズシテ固定資本ヲノ
ミ増ストキハ大二不利ヲ生ズ。素ヨリ職業ノ如何二由テ其各々多少ヲ要スル場合アラン。
故二其場合ヲ通観セザル可カラズ。固定資本ノ高ヲ顧ミズシテ流通資本ヲ増加セシトキ
ハ，敢テ大ナル損害ハナシ。何トナレバ器械ハ如何二悪シキト雖モ，金錢及ビ原品ニシテ
之アレバ如何ニカシテ製造ヲナスヲ得ルモ，若シ之レニ反シ流通資本ノ高ヲ不顧シテ徒二
固定資本ヲノミ増加セルトキハ，大ナル損害ヲ束ス事アリ。如何，:::..大ナル器械工場アル
モ，其ノ要用ナル原品資本ナクンバ無益ノ腹物二蹄ス可キ也。一國ノ上二付キ観察ヲ下ス
モ之レト同種ナリ。一國上固定資本ハ道路錬道等ニシテ，流通資本ハ人民二在Jレノ金錢食
料等也。若シ政府ニシテ非常二鋏道ヲ敷設スルトキハ流通資本ヲ人民ヨリ蒋取ル事ナシト
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云フ可カラズ。然）レトキハ民間ノ工業衰退ヲ来スハ必然ナリ。之レヲ歴史二徴センニ，彼
ノ亜米利加合衆國ハ千八百七十年ヨリニ年間非常二鋏道ヲ架設セリ。此時二嘗テ工業枇會
ハ大二衰退ヲ来タシ，職エ等ハ非常ノ困難二遭遇セリ。此レ嘗時固定流通ノ比例アル事ヲ
知ラザルニ職由セリ。或）レ學者ノ説二由レバ，前二者ノ外二又ーツノ厘別アル事ヲ主張セ‘
リ。即チ生産的資本卜不生産的資本トノニ者二園別スル事トナセリ。此厖別ハ決シテ必要
アラズ。併シ不生産的資本ノ文字二疑義ヲ生ズJレ者アルヲ、恐レー言陳述シ置カン。不生産
的卜云ヘバ他物ヲ産出スルカナキ者ノ如シ。然シ資本卜云フトキハ他物ヲ作リ出ス者ナラ
ザル可カラズ。其上下ノ文字相撞着スルノ疑アリ。蓋シ論者ガ不生産的資本卜云フハ他日
生産二使用スベキモ現二使用セザル者ヲ指スガ如シ。俵令バ農夫ガ使用ス）レ鋤ノ如シ。耕
作二使用スルトキハ生産的資本ナルモ，其耕作ヲナサズシテ之レヲ納屋二入レ置クトキハ
不生産的資本トナセリ。英國學者ハ不生産的資本ヲ改メテ睡眠資本トナセリ。此ノ方ガ至
嘗卜思ワル。併シ此ノ振別ハ無益ナル故姦二喋々セズ。以上陳述セル所ニテ資本ノ園別ハ
説キ終リシ。是レヨリ資本ノ有用ナル事ヲ掲ゲントス。第一，資本ノ多寡ハ工業ノ盛衰二
闊スル者也。彼ノ器械金錢原質品ハ資本ナリ。之レナクンバ幾等盛ンナラシムルヲ欲スル
モ能ハザ）レ也。第ニハ資本ノ増加ハ勢力者ノ賃金ヲ増加スル事ナリ。彼ノ農夫ガ新タニ田
地ヲ買入）レヽ、トキハ，別二其地ヲ耕作スル者ヲ欲ス）レヤ明也。資本ノ増加二従テ職エノ多
キヲ要スルハ同然也。故二若シー國二新タナル工業ヲ設クルトキハ従テ職エノ多キヲ要
シ，資本増加スルニ従テ職エニ欠乏ヲ来スガ故二，資本家間二競争ヲ生ジ，賃銀ヲ高クシ
テ雇入レントスルガ故二，賃金増加シテ職工等ノ幸福ヲ増スヲ得。第三ハ資本ノ増加ハ努
働ヲシテ有効ナラシムルニ利アリ。彼ノ農夫ガ鋤睾ノミヲ以テ耕スト器械ナリ牛馬ナリヲ
以テ耕作ス）レトハ，何レカ多クノ利益ヲ受ク可キャ。必ズ資本ノ大ナル器械及ビ牛馬ヲ以
テナスノ方多ク利益ヲ受クルニ相違ナシ。然ラバ資本ノ増加ハ努働ヲシテ有効ナラシムル
二利アリ。要ス）レニ資本ノ増加ハー國ノ安寧二闊スル者ニシテ，若シ國二喪乱アリテ資本
家ガ其資本ヲ蔵匿スル事アルトキハ，資本二欠乏ヲ来スガ故二工業終ヒヘ職エハ鼻酸ノ困
難二陥ル事アリ。資本ノ用亦大ナラズヤ。
第五章三原素合併ノ効果
前三章二於テ生産ニハ勢力資本天然カノ三原素アル事ヲ説明セシ。其中二於テ労働ナル
原素ハ最モ勢カアルモノニシテ，スミツ氏ガ之レヲ以テ箪ーノ原素卜為セシモ故アル也。
彼ノ天然カハ原質品卜風水蒸氣等ノカヲ支給スルニ止マル者ニシテ，此ノカヲ利用シテ吾
人ノ需用二適セシメントスルニハ，人カヲ加ヘザル可カラズ。故二諸種ノ産物ハ凡テ人力
ヲ以テ天然カヲ利用シタル者卜云フヲ得ベク，彼ノ資本モ人カヲ以テ天然カヲ利用シタル
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ニ出ヅル者也。然ラバ生産二三原素アルト云フハ果シテ翼ナラザル乎卜云フニ，決シテ然
ルニ非ズ。今日二於テハ人ガ直接二天然カニ努働ヲ加ユルト云フハ甚ダ稀ニシテ，多クハ
先以貯蓄シタル物品二努働ヲ加ヘル者ナリ。故二資本ハ今日二在テ最モ主要ナル者ナルガ
故二，是レヲ以テ生産ノー原素トナスモ敢テ非難スベキニ非ル也。然ラバ此三原素ハ常ニ
一人ノ掌中二存スベキャ否ャノ疑問ヲ生ゼリ。蓋シ必ズシモー人ノ手裡二存セザルモ可ナ
リ。或ハ資本卜土地トヲ存スル者二封シテ努働ヲ貸輿スル事アリ。又ハ努働卜土地トヲ存
スル者二封シテ資本ヲ貸輿スル場合アリ。又ハ資本卜勢働卜存セル者二土地ヲ貸興スルノ
場合アリ。而シテ其ー原素ヲ他人二貸興スル者ハ他人二利益ヲ受ケシムル者ナルガ故二，
是レガ報酬ヲ受クルハ妥嘗也。此ノ報酬ニシテカ役者二在ルトキハ之レヲ稲シテ賃金卜云
フ。資本家二与フル報酬ヲ利足卜云フ。土地二封スル報酬ヲ賃借料又ハ地代卜云フ。之レ
ヲ要スルニ其三原素ヲ有スルノ人ハ各々異ナルモ，荀（ク）モ右三人ガ合併スルトキハー物
ヲ造リ出スヲ得。其物品ヲ製造スル業ヲ継稲シテ経演學ニテハ作業卜云フ。是レガ三原素
合併ノ効果ナリ。而シテ此ノ作業ハ通常農工商ノ三種二凰別スルト雖モ，此ノ厖別ハ未ダ
以テ完全卜云フ可カラズ。何トナレバ猥者鎮夫ノ業ハ土地ヲ耕作スルニ非ズ，物品ヲ製造
スル者二非レバ，農工業ノ中二列ス可カラズ。故二農工商ノ業二加ユルニ採掘ノ業卜運漕
業ノニ者ヲ以テセザレバ完全ナラズト思考セリ。或人ハ運漕ノ業ヲ以テ商業ノ中二包含セ
ルト信ズルハ誤謬モ亦太甚シ。経済學ニテ商業卜云フハ物品ノ交換ヲ指ス者ナリ。物品ノ
交換ハ必ズシモ運漕ヲ待テ為サヽ:'Jレ也。其二者差異アルヤ可知也。故二作業ハ之レヲ区別
シテ採掘業，農業，商業，工業及ヒ‘‘運漕業ノ五種トナス可シ。是レヨリ各種ノ業二付キ聯
力宛之レヲ論ゼン。
第一節，猥業ヨリ観察ヲ下スニ，作業ノ中ニテ最モ古代二成立セル者ニシテ，世人ハ農
業ヲ以テ之レガ喘矢トナス。然レドモ熟ラ之レヲ考フレバ其誤レルヲ知ルニ足レリ。土地
二耕スニハ必ズ鋤黎ヲ要ス。鋤黎ヲ製造スルハ工業二属スレバ，猶ホ工業ノ方先タルヲ知
ル可シ。而シテ此ノ狩リタルヤ現今亜弗利加ノ一部二於ケル人民ノ如ク生活二必要ナル者
ナリシ。乍併今日二至テハ左ノ三箇ノ目的ヲ以テ存シ居レリ。第一健康ヲ益スル為メ。是
レハ衛生學二厩スルガ故敢テ詳論セズ。第二山林多キ國二於テ鳥獣ガ作物ヲ荒ラス事アル
故其等鳥獣ヲ撲滅スルニ在リ。是レハ多少経済學二闊係スル事ナリ。第三ハ食料ノ一部二
充ツJレヲ得，且ツハ角皮牙等有用ノ物品ヲ支給セシム）レ目的二出ヅル也。以上三個ノ目的
・ヨリ生ズ）レ立法上ノ効果ヲ視察スルニ，立法者ハ左ノ三欝占二付テ干渉セザル可カラズ。第
ー，狩業ハ食料ノ一部卜有要ナル物品ヲ支給スル者トセバ，宜シク鳥獣ヲシテ撲滅二至ラ
ザル方法ヲ設ケザル可カラズ。即チ各國二於テ鳥獣蕃殖ノ時機中ハ狩撒ヲ禁ズル也。大抵
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四月十五日ヨリ十月十五日迄卜考フル也。乍併鳥獣ノ作物ヲ害スル者アルガ故二，土地ノ
所有者ニハ年中狩リスル事ヲ許シ，作物ヲ荒ス鳥獣ヲ撲滅セシメザル可カラズ。第ニハ武
器及ヒ｀飽銃ノ掲帯ヲ何人ニモ許ストキハ甚ダ危除ナルガ故二，幼者ナリ及ビータビ慮刑ヲ
受ケタル者ニハ狩リスル事ヲ禁ゼザル可カラズ。風韻白痴ハ無論ナリ。第三，是レ立法者
二非ズシテ政府ガ干渉スル者也。凡ソ獲業ハ一方二於テハ快業ノ為メニナシ所謂遊獲卜為
ス者ト一方二於テハ職業卜為ス者アリ。故二各々税ヲ加ヘザル可カラズ。漁業ハ河川ノ業
ト海上ノ業トアリ，海上ノ漁業ニハ法律ハ干渉セズ。何トナレバ甚ダ廣漠ニシテ之レヲ捕
獲シ盛スノ恐ナキモ，河川ノ漁業二於テハ魚類ヲ撲滅スルノ恐アルガ故二，食料ノ一部ナ
ル魚類ノ蕃殖ヲ制限セザル可カラズ。鎮業ハ金銀銅鋏石炭等ノ如キ有用ナル物品ヲ支給シ
一國ノ貧富二開係スル者ナレバ，立法者ハ宜シク採掘シテ最高ノ好結果ヲ得ル様二注意セ
ザル可カラズ。此ノ事二付テハ六ッケ敷問題アリ。即チ鍍坑ハ何人ノ所有二属スベキ者ナ
ルヤニ在リ。第一説二由レバ日ク，酸見者ノ所有二風スベシト。何トナレバ其人ニシテ登
見セザレバ社會ハーモ利ヲ得ル無キガ故也。第二説二日ク，土地所有者二厩スト。何ゼナ
レバ所有者ハ地上地下二係リテ所有権アル者ナル故，之レニ婦セザル可カラズト。第三説
ハ政府ノ所有二凰ストセリ。何トナレバ鍍業ハ耽會全体二開スルノミナラズ，鍍山事業ハ
最モ困難ノ事業ナレバ，政府ハ尤モ此ノ業二長ジタル者ヲ選揮シテ採掘セシメザル可カラ
ズ。故二之レヲ政府二蹄スベント。以上三説執レガ是ナルヤ非ナルヤヲ知ル可カラズ。
第二節，農業ノ事二付キ少シク陳述セン。前會二於テ作業ヲ五ツニ分チシ。而シテ其作
業中ニテ農業ハ最モ重要ナル地位ヲ占ムルーナリ。何ゼナレバ農業ハ人間二必要ナル食料
ノ大半ヲ支給スルモノ也。第二二寒冷ヲ防グ為メニ用ユル衣服ノ原質品ヲ支給シ，第三二
ハ家屋ノ建築船舶ノ構造二付テ必要ナル材木ヲ給シ，要スルニ人間ノ衣食住二必要ナル物
品ハ悉ク農業ヨリ産出スル者ナリト云フモ敢テ過言ニハ非ラザル可シ。農業ノ状態ヲ観察
スルトキハ，或ハ北米合衆國又ハ英吉利國ノ如ク，一人ニシテ廣漠ナル土地ヲ有シ，牛馬
ナ、リ又ハ器械ヲ使用シ雇夫ヲ多ク用ヒテ同一ノ方法ヲ以テ耕作セリ。又之レニ反シ佛蘭西
瑞典比耳義ノ三國二於テハ，土地ハ敷少二区分シ各々異ナリクル者ガ所有シ，僅少ノ器具
ヲ以テ耕作ヲナセリ。此第一ノ英米二於テ行ハル耕作ヲ大耕作卜稲シ，第ニノ諸外國二於
テ行ハル耕作法ヲ小耕作卜云フ。此ノニ箇ノ耕作法二付テハ何レガ経清上利益アルヤノ問
題ナリ。此ノ問題ヲ決スルニ先ダチ，豫メ諸君二注意シ居ク事アリ。即チ別義ナラズ。経
済上二於テ何レノ耕作法ガ利アルヤ害アルヲ研究スルニ，何レノ法ヲ是ナリトセヨ政府ノ
干渉ヲ受ケテ其利アル方ヲ行ハシム）レノ主意二非ズ。経済學デハ凡テ自由卜云フ事ヲ貴プ
事ニテ，工業ナリ商業ナリ凡テ作業二付テハ人民二放任シテ之レヲ為サシムルガ経演學ノ
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主意也。経演學二於テニツノ耕作法中何レカ利アルヲ論究スルニハ，只一般人民其利益ア
ル事ヲ知ラシメ，求メズシテ其法二就カシムルヲ云フ。果シテ大耕作ヲ利アリトスレバ敷
少ノ農ヲ合シテ耕作セシメン。又果シテ小耕作ヲ以テ利アリトセンカ，大耕作ヲ厖分シテ
小トナサン。其ノ何クルヲ問ワズ其利益アル方二付カシムルヲ欲スル也。乍併彼ノ相続法
ニ付テハ此ノ問題二大ナル闊係ヲ有セリ。果シテ大耕作ヲ以テ利トスレバ，我日本ノ如ク
長子世襲ノ法ヲ設クルヲ可トス。又小耕作ヲ以テ益アリトスレバ，佛蘭西ノ如ク其長子二
特植ナク父ノ財産ハ其子ノ人敷丈ケニ財産分配スルヲ利アリトス。予ハ此ノ問題二付テハ
豫メ何レガ是ナルヤ決セラレズト思考セリ。國土ノ如何耕作物ノ種類二由テ各々利益得失
アリ。俵令バ山岳多キ國二於テハ大耕作ヲ利ナリトスルモ行フヲ得ズ。又桑ノ如キ凡テ手
入ヲ多ク要スル作物ナレバ小耕作ヲ可ナリトス。又森林ハ大耕作ヲ可ナリトス。是レヨリ
ママ
小耕作卜大耕作トノ利害得失ヲ簡輩二掲グ。先ヅ小契約二付テ生ズル弊害ヲ陳述セン。第
ーノ害ハ大耕作二比スルトキ小耕作ハ費用ノ多キヲ要ス。何ゼナレバー人.::::テ多クノ地面
ヲ持チ居レバ園モーツニテ済ムシ，又夕牛馬ヲ飼フニテモーツノ建家ニテ充分ナリ。若シ
其ノ厖域ヲ小ニスルトキハ必ズ其界畔ヲ生ゼザル可カラズ。而シテ其界畔ヤ無生産ノ土地
トナルナリ。第ニハ小耕作二於テハ器械ヲ用ユル事ヲ得ザルガ故二同一ノ収獲ヲ得ルニ付
テ多クノ人カヲ要スルノ弊アリ。個令バ彼ノ土地ヲ耕スノ器械二四疋ノ馬ヲ付ケニ人ヲ以
テ之レヲ御スルトキハ，一日二十八人分ノ仕事ヲナスヲ得。其器械ナリ馬ナリ人足ノ賃金
ヲ皆算スルモニ十六法ヲ要ス。然ルニ若シ十八人ノ人夫ヲ雇フトキハ，二倍ノ賃金ヲ要ス。
第三ノ害ハ小耕作二於テ慣習二泥ンデ改良セザル害アリ。先ヅ小百姓ヨリ大百姓ノ．方ガ多
少教育モアリ又器械ヲモ求メ且ツ種々試瞼シテ見ル事モ得。第四ノ害是レ山林二付テノ害
ナルガ，小耕作二付テハ有用ナル時ヲ待ツ事ガ出来ザル故利益ガ少キ也。凡テ樹木ハ年限
ヲ経過スル丈ケ大トナル。従テ其債貴シ。小百姓ハ敷年間之レヲ貯フル能ハズ。早ク之レ
ヲ伐株シテ金ヲ受取ルニ汲々クリ。従テ濫伐ノ弊ヲ生ズ。以上小耕作二就テノ弊害ナリ。
是レヨリ大耕作二付テノ弊害ヲ陳ベンニ， 第一， 多クノ雇夫ヲ以テ耕作セシムル者ナレ
バ，凡テ雇夫ガ努役ヲ省キ物品ヲ浪費スルノ弊アリ。第ニノ害ハ監督ガ行届カザル故雇工
ハ知ラズ々粗悪ノ物品ヲ産出スルニ至ル。以上陳述セル如ク何レノ耕作法二従フモ弊害ア
リテ末ダ何レガ是非ナルヲ断言スルニ苦ムナリ。此ノ問題二付着スル問題アリ。即チ土地
ヲ耕作スルニハニ個ノ方法アリテ，自ラ耕作スト之レヲ他人二貸奥フルノニ方法ナリ。而
シテ他人二地面ヲ貸興シテ耕作セシムル事二付テハ，或ハ収獲ノ一部ヲ取ルノ方法モアレ
ベ或ハ年二何圃卜云フテ地代ヲ取ルノ方法モアリ。此ノ金額ヲ定メタル方法ハ，所有者
ハ年ノ豊凶ヲ問ハズ毎年同一ノ金額ヲ受取ルガ故二或イハ利益アリ。然レドモ若シ小作人
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貧乏ナルトキハ却テ収獲折半ノ法ガ是ナリ。而シテ其他人二貸シ輿フルト己レ自カラ之レ
ヲ作ルトハ其得失如何ハ，別二説明ヲナサヽ＊ルモ充分二之レガ是非ヲ判別スルニ足Jレノ諺
アリ。日ク，瓦礫ヲ混ジクル土地ヲ人二興ヘヨ，敷年ヲ出デズシテ必ズ秀麗ナル庭園トナラ
ン。秀麗ナル庭園ヲ他人二貸シ輿ヘヨ，敷年ヲ出デズシテ荒無ノ地トナラント。以テ其得
失ヲ知ル可シ。妥二今ーツ起ル問題アリ。人間ノ此世二生ゼシ以来，人間ノ一番最初二耕
シタル物ハ尤モ豊肥ナル土地ナリシ乎。将夕痩地ナリシカ。英國ノ経済學士リカルド氏
ハ，人間ハ物二附テ取捨スルノ智識ヲ具へ居ル者ナリ，然ラバ粗悪ナル土地ヲ撰取ルハ必
ズ無キ者ナルガ故二，豊肥ナル土地ヨリ耕作ヲ始メシ者ナラント。又米國経清學士カレー
氏11)ノ説二由レバ， 人ノグヽ最モ粗悪ナル土地ヨリ耕シ始メ，而シテ漸次良好ナ土地二及ボ
セシ者トセリ。此ノニケノ論者ノ中何レガ理アルヤ直断スル時ハ（リカード）氏ノ説可ナ
ルガ如シ。乍併熟ラ考フレバ決シテ然Jレニ非ズ。 （カレー）先生ノ説尤モ甘シ。抑モ土地
ノ豊統ヲ致スハ如何ナル條件ヲ要スルカニ，面積深クシテ日光能ク嘗リ灌水充分ナラザル
可カラズ。以上三條件ナクンバ良田タラズ。果シテ良好ノ田地ニハ右ノ三ケノ條項ヲ帯プ
ル者トセバ，水ノ充分ニシテ面積深ク日光ヲ射直スルトキノ，必ズ雲霧ヲ生ズ。又種々ノ樹
木ヲ茂生シ従テ鳥獣棲居ルニ至ル。此ノ雲霧ヲ生ジ草木繁茂シ悪虫猛獣多ク住棲スルトキ
ハ，必ズ古代ノ人民ハ恐レテ耕ス事ハ無ラザル可シ。必ズヤ草木ナク水氣ナキ耕スニ容易
ナル土地ヨリ耕作ヲ始メシナラン。其耕作シ易キ虞ハ即チ凶悪ノ地ナラン。以上ヲ結論ス
ルニ開明ノ進ムニ従テ漸次良好ノ田地ヲ耕ストセバ従テ産物ヲ増殖スルハ疑ナシ。巳二良
好ノ土地ハ産物ガ殖増スルト云事ハ今日末開ノ土地ハ開墾セザル可カラズ。乍併未開ノ土
地ヲ開墾スルト現二在ルノ土地二改良ヲ加フルトハ何レガ利ナルヤノ問題ヲ惹起ス。是レ
ハ長弁ヲ要スルガ故土今之レヲ喋々セズ。乍併佛蘭西経演學者ハ新クニ土地ヲ開墾スルヨ
リ改良スルノ方遥カニ産出ヲ増加スト云ヘリ。又姦二注意スベキハ開墾スト云フト雖モ，
妄リニ森林ヲ伐採スルノ弊アリ。其弊ヤ賓二農業二雨霰ノ闊係二付キ大ナル影響ヲ生ズル
ナリ。
第三節工業，工業ハ農業及ビ採掘業ノ産出スル所ノ者ヲ改造スルニ在リテ，吾人ガ日常
使用シ居ル器財悉ク工業ノ支給スル者ナリ。彼ノ砂糖ノ如キ食料品モ工業ノカナリ。衣服
モ亦然リ。其他家屋二付テモ亦然リ。此ノ工業二付テモ矢張リ問題アリテ，大工業小工業
ハ何レガ利アルカ，生産ノ貼ヨリ考へ見レバ，大工業ヲ勝レリトセザル可カラズ。何ゼナ
レバ大工業ハ物品ヲ廉債二得ルヲ以テナリ。如何ニシテ廉債二製造スルヲ得ルヤト云フ
二，第一，分業ヲ設クルヲ得。第二， 器械ヲ用ユルガ故従テ廉債二製造スルヲ得ルガ故
也。果シテ然ラバ小工業ハ其跡ヲ絶ツ筈ナリ。然ルニ猶ホ現存スルモノハ大工業ニハ弊害
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アルガ故二大小並ビ行ハレテ相乖カザル也。其害モアリ。第一ハ経済上ノ弊害即チ大資本
ヲ用ユル故資本ナキ者ハ大工業ヲ為スヲ得ズ。又精密ナル事ハ大工業二非レバ能ハザJレ
也。又大工業家ガ事故ヲナセシトキハ社會二大ナル影響ヲ奥へ，債主及ビ職エハ大二困難
スル也。併シ此レハ大工業ノ結果ナル故菟二喋々スルニ及バズ。第ニハ道徳上二附テ弊害
アリ。職エハ毎日製造場二於テ業ヲ取ルガ故二，妻子卜常二隔離シテ業ヲ取ル者ナレバ従
テ妻子ノ情常二同一ノ場所二於テ職業ヲ執ル者ノ親密ナルニハ及バザル也。又工場二出入
スレバ交際廣マリ退場ノ際飲食二沈涌シ，為メニ妻子ヲ顧ミザルガ如キ道徳上ノ害アリ。
第三，政治上ノ害ニシテ小工業二於テハ主人卜雇人トハ常二同一ノ場所二在ルガ故二其間
従テ親密ナルガ故二，中・ニハ忠賓ノ職工多ケレドモ，大工業ハ其製造長ハ何レニ居ルヤラ
知ル可カラザル者アレバ，職エトノ間従テ疎ニシテ雇エハ反テ賃銀ノ低下ヲ以テ怨恨スル
二在ルナリ。
第四節商業及ビ運漕業，先ヅ商業二付テ第一二見ル問題ハ即チ商業ハ只ダ物品ヲ流通ス
ルニ在Jレ者ナル故，生産ニハーモ干預スルナク，ソレ而シテ其賞生産二闊スルト云バ其干
スル所如何。第ニニハ相場トハ果シテ如何ナル者ナル乎。之レヲ許ス可キカ又禁ズベキ者
ナル乎。第三，支出入ノ平均ハ果シテ得ラルヽ者ナルカ。又平均ヲ得タルトキハ果シテ國
二益アルカ否力。第四ハ外國貿易ハ果シテ自由ニスベキャ否ヤ。所謂保護ヲ要スル乎，其
得失如何。又運漕業二付テ第一二見ル問題ハ，商業ノ第一二於ケルガ如ク如何ニシテ生産
二干預スル者ナルヤ。第ニハ如何ナル方法ヲ以テ運漕スルガ利益アルヤ。第三ハ錬道卜掘
割等ノ如キ政府ヲシテ之レヲ設ケシムカ，又ハ人民ヲシテ之レヲ為サージムルニ利アルカト，
是レ丈ケノ問題アリ。先ヅ生産篇ニテハ一体ヲ説ケリ。
1)里昂とはリヨン (Lions)のことであろう。
2)他国ハ即チ愛蘭土也。 （原注）
3) 「第十五世」は第十八世紀の誤記で，「英国ノ或ル学者」とはロー (JohnLaw, 1671 
-1729)を指していると思われる。
4)バコン氏とはべ，ーコン (FrancisBacon, 1561-1626)のことであろう。
5)ケスネー氏とはケネー (FrancoisQuesnay, 1694-177 4)のことであろう。
6)グールネール氏とはグールネー (JeanClaude Marie Vincent de Gournay, 1712 
-59)のことであろう。
7)第4項の末尾に「経済学沿革史ノ附録」と「法律ノ過度ナル社会」と題する二つの
原注がついている。その全文はつぎの通りである。
経清學沿革史ノ附録
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此ノ時二至ル迄鯉清ノ理ハ諸種ノー學術二分チ末ダ其範園定マラズ。其始メテ画城ヲ定メ
シハ佛國人ジョンバクチストセー氏ナリ。同氏ガ継清學ハ富ノ生産分配流通費消スルノ道
ヲ探究スルニ止マルノ學術卜逼域シテ始メテ経清學卜名ヅケテ研究スルニ至レリ。此レ今
日純清學ヲー科ノ學術トセルノ沿革ナリ。
法律ノ過度ナル祗會
法ハ人類ノ自由ノ櫂義ヲ保護シ、，其生活ヲ安全ニスルノ目的ナレバ，立法司法ソニ者愛ニ
注心シ其緩急如何ヲ考察セザル可カラズ。古今ノ歴史ヲ見ルニ，二者ガ人民ヲ過愛スルノ
慈心ヨリ遂二束縛二立至リ，或ハ却テ自由ノ櫂義ヲ防害スルノ弊往々是レアリ。今其ーニ
ノ例ヲ攀グレバ，或ハ宗教ヲ干渉シ或ハ商業二或ハ農工業二或ハ風俗即チ人民ノ衣服ノ如
キ動作ノ如キ或ハ思想ノ如何ヲ束縛スル等枚攀二追アラズ。就中尤モ顕著ナル適例ヲ下二
示スベシ。第一，宗教二闊スル所ノ法ノ如何ヲ述ベンニ，千六百年代新薔教ノ争論起リ，
佛國ハ畜教ヲ以テ主トシ，新教ノ信者ハ悉ク佛國ョリ放逐セラレクリシ者ナルヲ以テ，此
宗教卜共二佛ノリンネン等ノ如キ富國二最要至切アル製造ノ業モ共二愛蘭土國二輸送セリ
ト云フ。其他西班牙二日耳曼二或ハ是ヲ奉ジ彼ヲ遂ヒ彼ヲ尊シ是レヲ賤ム等ノ法令アリ
テ，大二國民ノ鮮血ヲ流シ國民ノ大害ヲ醸生スル事枚奉二追アラズ。是法ノ行届キ過ル事
人ノ心理二及シテ以テ宗教ヲ干渉スルノ例ナリ。宗教ハ人民ノ自由随意二任セテ然ル可キ
ママ
者トス。第二，商業二隔スル法。商業二隅スルノ法）過度ナル例ハ英王アドワルド第六世
ガ金利ノ制限ヲ設ケ，凡ソ人民ガ互二金貨ノ借貸上二何等ノ金額ニハ何程ノ利子ヲ付スベ
キノ律令法度ノ定メアリ。又ジェイムス第一世ガ察酒ノ債格ヲ平等ノ均ーニスベキノ法ヲ
以テ國内二布告シクリ。又米國ノ如キハ製造工作ノ業ノ盛運ヲ計蜜センガ為メニ保護税ナ
ル者ヲ設ケ，貿易商業ノ道ヲ不自由ニスルガ如キ，其等ノ干渉ヨリシテ却テ國家ノ進歩擾
達ヲ妨ゲ，人民自由ノ氣敢為ノ志ヲ駆縮スルコトハ喋々・ヲ要セザル也。第三，農工業二闊
スルノ例ハヘンリー第八世ガ留針ノ製法ヲ定メ，又日耳曼ニテ靴職ヲ為スニハ一度陪審ノ
審査ヲ継ザルヲ得ザルノ如キ是レ也。第四，風俗二闘スルモノハ我隣國ナル支那人ノ辮髪
ノ如キ，米國ノ學生二支那人アリ。洋風二習ヒ散髪トナリタレバ本國ノ人民等是ヲ聞キ國
風ヲ破リ志操ヲ乱ス者トシ其本上二呼戻スノ議論起セル事アリシト。又英王エドワルド第
六世ガ靴ノ長短ヲ定ムルノ令ヲ出シ，チャレス王第二世ガ死人ノ喪服ハ斯クナスベシトノ
法ヲ設ケ，又商鞍ガ歩二尺二過グル者ハ罰スベキトノ律ヲ置キシ等ノ類トス。第五，思想
二闊スルノ法ハ今ヲ去ル事敷十年前西洋各國二於テ出版條例新聞條例集會條例等ヲ邦内ニ
設ケ，如何ナル大僑碩學ノ老錬輩ノ著書論説ニテ國家ノ氣風ヲ振起興作スベキ者ナルモ，
嘗邦ノ浅學不塾ノ下等ノ属史ガ如斯文句篇章ヲ何々ノ條二燭レ國家ヲ妨ゲ治安泰平ヲ乱ス
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者トー言スレバ，其書其説ノ何クルヲ問 Iヽ ズ，其學術薩能ノ熟不熟ヲ論ゼズ，或ハ禁獄ニ
或 Iヽ 罰金二或ハ滅版セシムルノ懲罰ヲ蒙ラシメ，又集會條例トテ智識ヲ交換シ慮世ノ務ヲ
討論談話スルモ其論旨ノ｀嘗否其人ノ學識ノ如何 Iヽ 置キ警吏ノ耳二燭レ心二合ハザル者アレ
バ，其心志語意ヲ充分二了解シ得ベキヤ否ヤハ問 Iヽ ズ，一吏ノ語ヲ信ジテ之ガ科罰ヲ蒙ラ
シムル事アリ。如此干渉束縛ノ弊害 Iヽ 國用ヲ徒費冗消シ，為メニ國運ヲ退歩セシムル事果
シ＝幾何ゾ。又其干渉ヲ果行賓施センニハ多少政府ノ威光ヲ以テ下民ヲ膝制心服セザルヲ
得ズ。然ルトキハ政府或 Iヽ 却テ其本務ヲ怠リ其枝葉タル靴・留針・髪等ノ事二汲々トシ，
彼ノ開化ノ幸福ナル中庸ノ法ヲ他所二放榔スルニ至ル事アリ。加之人類ノ自任自信ノ氣力
思想ヲ萎靡衰弱ナラシメン。
8)セー氏ハトランプ製造ノ七十餘種二分ルト云ヒ，バッベージ氏ハ時計製造ノ百餘種
二分ルト云ヘリ。（原注）バッベージ氏とはバベジ(CharlesBabbage, 1792-1871) 
のことであろう。
9)蓄欲ノ時或ハ國ノ異ナルニ従フテ異ナル所以ハ，重ナル原因三ツアルニ似クリ。一．
二日ク，時ノ事情二依テ忍苦卜報酬トノ闊係ヲ異ニスルニ基クナリ。第ニハ人民智識
ノ深浅二由ルナリ。第三ハ人民ガ他人ノ利害ヲ顧ミルト否ラザルトニ由テ蓄欲二多少
アリ。俵令バ羅馬帝國二嘗ッテヤ風俗廃父子相疎シ骨肉相食ミ，子孫ノ為メ美田ヲ買
フ／念慮モナク，又衣食ヲ縮メテ螢業二供スルノ勘辮モナシ。況ンヤ財ヲ蓄ヘテ國家
ノ用二供スル義氣ノ如キ跡ヲモ残サズ消滅シタルヲ以テ，其人民ノ蓄欲ヲ減少セシコ
卜莫大ナリシトイフ。（原注） ただし「羅馬帝国」の次の二字と「風俗廃」の次の一
字が不明。
10)固定資本に対する資本の名称が流動資本と流通資本と二様でてくるが，同種のもの
をさしている。明治20年ごろのわが国ではこの二種の名称が併用されていた。
11)カレー氏というのはケアリー (HenryCharles Carey, 1793-1879)のことであ
ろう。ケアリーの著作が犬養毅によって紹介された（『圭氏経済学』．明治17-21年）
ことについては，堀経夫「明治経済学史』，弘文堂， 1935,pp. 43-44, 316, 327-339 
を，ケアリーのリカードウ地代論批判については， 堀継夫「地代論史』， 大同書院，
1939, pp. 244-259を参照。
後記 ノートの解読については，鋳方貞亮，津川正幸両教授の御教示をたまわった。記し
て謝意を表する。なおノートの公表については本学図書館の諒承をうけ，粗稿の作成
には本学大学院生岩本武之君の助力をえた。
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